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本年報は， 2019年度に実施した調査に関するものである．

2019年度は，黒髪地区，京町地区，本荘地区，渡鹿地区，新南部地区，新屋敷地区，大

江地区，益城地区，松島地区にわたる計23件（発掘調査3件，工事立会19件， 自主的立会

1件）の調査を実施したその結果，弥生時代から古代・近世・近代にわたる遣構・遺物

を確認しており，それらには熊本地域の歴史復元の貴重な資料となるものが含まれている．

特筆すべきは，黒髪南地区における工学部研究資料館災害復旧工事に伴う発掘調壺であ

る．工学部研究資料館は国の重要文化財に指定されている建物であり，その内部壁基礎の

周囲を掘削したところ，近代の遺構群が検出された．これは，建物の建築段階から改修段

階の様相を復元し得る非常に貴重な資料である．近代建築技術史の分野で大きく貢献する

ことが予想される．なお， この調査成果については，安全確保のために歴史学・建築学関

係者に限定して現地説明会を実施した．

2019年度は，熊本地震で大きな被害があった建物の復旧に係る調査をほぼ終えることが

できたが，本荘中地区・北地区におけるライフライン再生工事に伴う発掘調査も本格的に

始まり，数年間にわたる予定である． 2019年度の発掘調壺業務で大きな役割を果たしたの

は， 2019年4月に着任した新里亮人助教である．本センターの業務増大等の事情を理解し

て御尽力くださった原田信志学長をはじめとする関係各位に， この場を借りて厚く御礼申

し上げる．今後とも本センターヘの御理解と御協力を広くお願いする次第である．

2021年2月

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査センター

センター長伊藤正彦



例日

1. 本翡：は熊本大学構内において 2019年4月1日から2020年3月末

日までにおこなわれた熊本大学埋蔵文化財調査センターによる埋蔵

文化財の調査および活動内容に関する年次報告書である．熊本大学

梢内追跡の名称は．周知の埋蔵文化財包蔵地としての造跡名ではな

く，熊本大学の敷地に埋蔵する追跡の総称である

2.梢内追跡の調査は，昨年度に引き続き年次と調査順を示す調査

番号で表すこととし出土辿物や記録類も この番号で整理・ 管理し

ている

3.辿跡略号は地区ごとにローマ字3文字で， 以下のように表記し

た 黒嬰町辿跡群黒髭南地区 (KKS)．同北地区 (KKN)，本庄辿

跡医学部構内 (HJM)．同病院構内 (HJH)，医学部保健学科構内

(kHJ)，京町台辿跡教育学部附属小中学校構内 (KMS)，大江辿跡

群藁学部構内 (HJP)，大江辿跡群渡鹿宿舎敷地内 (OER)

4. 辿物への注記は，迫跡略号＋調査番号＋出土遺構 （位置）の順で

おこなった

5. 本魯に掲載した辿物やその他の出土辿物および調査にかかわる記

録類はすべて熊本大学埋蔵文化財調査センターにて保管している．

6. 本杏中の土恩の色調表記は、調査担当者の現場での認識によ るも

ので、土色帳等によって比定されたものではない。黒髪地区の基本

土席は 「熊本大学構内辿跡発掘調査報告14」を、本荘地区の基本土

陪は 「熊本大学梢内迫跡発掘調査報告15」を参照されたい。なお．

本紺で用いる「地山」の用語は，人類の痕跡が登場する以前の堆和

罰や基盤陪を指す

7. 本閻の執箪は，序文を伊藤、I章を山野． II 章を大坪 • 新里 ・山

野・士野皿． w章、付筒および表を山野，英文サマリー ・ハ ング
ルサマリーを山野・大坪、抄録を山野がおこなった

8. 本魯の編集は山野がおこなった．
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I第 I章本年度の調査概要 I 

熊本大学埋蔵文化財調査センター （以下．本センター）

では． 2019年度表2のとおり発掘閥壺3件．工事立

合19件自主的立会1件を実施したこのうち1817謂森

地点と1823調査地点の2件は前年度からの継続である．

また 1823調沓地点， 1904調査地点．1910調査地点．

1911調査地点の4件は次年度まで継続している．

本年度実施した主要な調査は．黒愛南地区におけるエ

学部研究骰料館災害復l日工事に伴う発掘調壺 (1903調壺

地点），本荘北地区における基幹 ・環境整備（屋外猿疫

賂備等）工事（排水溝等）に伴う工事立会 (1904調査地

点）．基幹 ・珠桜整備 (I日臨床研究棟取り壊し）工事

（建物基礎撤去）に伴う発掘調査 (1907調査地点）．本荘

中地区におけるライフライン再生（給排設備等）工事

（排水設備等）に伴う発掘調査 (1911調壺地点）である．

2017年度からは． 2016年4月に発生した熊本地震によ

り大きな破壊を受けた文化財や建物の復II]事業が開始さ

れた． 1823調資地点や1903調査地点ではこれら工事に伴

う工事立会 • 発掘調査を実施している ． また本年度から

本荘北地区では，旧管理棟取り壊し後の翡溝と整備に係る

工事が始まった これに伴って本センターでは8.000面

を超える大規模な調査に長期間にわたって従事すること

となった． 加えて本荘中地区では給排設備などライフラ

インの吏新に伴う発掘調査も並行して実施する迎びと

なったこのほか地震対策に係るプロック塀の整備事業

など．本学施設整備事業に伴う小 ・中規模の工事立会が

通年実施されている以下に各地区における主要な調査

成果について概要をまとめたい．

黒愛南地区の工学部研究資料館災害復旧工事 (1903調

査地点）および五高記念館他災害復旧工事 (1823調査地

点）では．工学部研究資料館の基礎構造の補強に係るエ

事に伴う］ヌli立会 • 発掘閤査が実施された． 工学部研究

賓料館は．熊本大学工学部の前身である熊本高等工業学

校の機械実験工場であり．建物は1994年に国の重要•文化

財に指定されている 1903調査地点では．現在の建物内

部壁基礎の周囲を掘削したところ．近代の辿梢群が検出

されたすなわち柱掘方 ・旧ボイラー煙道．束石基礎．

床下基礎．階段基礎．機械基礎などである．これら辿構

の検出状況からは．建物の建築段階から機械搬入II寺．床

而張替えに伴う改修段階の様子を復元することが可能で

ある． 1823調査地点では建物西側の小骰料室およびミー

表1 熊本大学敷地における周知の埋蔵文化財包蔵地一覧表（アミ部分は本年度調査した地区を示す）

| Na 地区名（学部・施設名） 所在地 遺跡名称 遺跡の種類 遥跡の時代 備 考 1 

l 黒嬰北地区（法 ・文・教等） 熊本市中央区患嬰2「目40-1

学黒校嬰）束地区 （教行学部附属特別支援 熊本市中央区焦嬰5Tl317-l
縄文・弥生

2 黒堤町遺跡群 集裕址 ・秘J也 奈良 ・平安
近世・近代

3 黙愛痢地区（エ ・理） 熊本市中央区謀嬰2丁1:139-1

4 宇留毛地区（学生寄宿舎 · 職貝1i•i舎 熊本市中央I丸'l.｛炭7「ll 宇留毛神社1/il散布地 弥生・奈良
等） 辺姐跡群 平安

5 部本荘等）北地区 （医学部附属病院・医学 熊本市中央I哀本荘l「目1-1 縄文 ・弥生本庄逍跡

6 本斗［中地区（発生医学研究所．エイ 熊本市中央lズ本荘2T目2-1
（熊大荊院敷 骸布地 ・集落址・ 古柑 ・奈良

ズ学研究センター等） 地逍跡） 秘j也 平安 ・ 中•I!t
近世 ・近代

7 本荘南地区 (1呆他学科等） 熊本Ili中央区九品寺4r El2牛l 周辺磁跡

8 人江地l区（楽学部等） 熊本Ili中央厄大江本町5-l 官絣油I: 周辺辿跡， 渡鹿地区l（戦貝宿舎） 熊本市中央区渡鹿IT1"116 
大江逍跡群 奈良 • 平安

10 動渡場猟）地区2（諜外活動施設 ・屋内運 熊本市中央区渡鹿げ目1•l 集落:111:

11 京町地区（教行学部附柄小 ・中学校） 熊本Ili巾央l幻謹J•本丁5-12 京Ill［台辿跡 集裕J.11: 弥生 ・近Ill:

12 城東地区 （教行学部附屈幼椎liill) 熊本市中央lメ城東lllf5-9 熊木城.!JI: 城館力I・..熊本城I関 近泄
述逍構

13 新）玉敷地区1(l懺ll宿舎） 熊本市中央区新屋J如．丁fl9-1] 新尻敷迫跡 集沿J・ll: 奈良 • 平安

14 新松敷地区2(l訛貝宿舎） 熊本仙11央区新尺敷2丁目15-3

15 新南部地区（薬学部管理棟） 熊4,市束l名：新南部6丁1,15-8 新削部逍跡 散布地 縄文 ・弥生

16 益城地区（地城共同ラポラトリー） 上益城郡益城町田原2081-7 上而ノ平辿跡 散布地 縄文～中Ill:

17 松島地区（沿岸域印校科学教脊研究 上火lfi.rli松島町合i1t6061
l995年疫の瀾査

前島貝塚 船落hl-． 縄文・弥生 で貝塚でないこ
センター）

とが判明

※辿跡の柚類、時代は近年の瀾査成果を反映させた。
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笏r,.. ,・u 
1 晟髪町遺筍89
2 本庄遠跡
3 池nllb伏塚遺駅9¥
4 水ili辺跡群

5 fT旭遺跡舒
6 ir迫只塚
； 祁湘ーノ谷椙穴群
8 ーノ谷辺跡
り 1,111慣穴9t
IQ Al場辺蹟
Il fかお山古Jn
12 ,,,原憤穴詳
13 京町台遺隙群
1•1 }；（町2rn遵跡
15 伝大道・ヤ遺跡詳
16 Iり1坪井遺貼
17 松崎）＼勧笥式ィ；棺
18 松凶辺跡群

19 'iii“遺跡
20 Jj r.茶10、「J11群
21 tInu』,1,頂辺跡
22 :.ti髪町下 tヽi[I辺跡nf
23 /i石茶Ulil'1跡
2,1 !Uf這跡
25 iゞ.lIUIIJI!'ド腹迅跡
26 'i<¥W:T;淵1l1,1i営心地政肪
27 日jIl1第 2隅火印
雑 9Jヽ昨迫跡
29 桜山中学校佼妊退跡

30 
39 カプ 1•111遺跡
32 ヤ留leA遺跡
33 19It1tIl選閉
31 渡托過跡訂
35 辻辺跡
祁 新南潤遺跡群

37 し軒町遺跡
:38 ,・・糾遺跡
39 熊本城踏遺跡群
40 '紺叫I’≫や校校庭辺跡
41 t/j良敷遠節
42 人•江0JIl逍騎
43 大江遺切g1
" 'Ii19 1•遺肪
•15 ir，山迅跡酢
916 1U的古）n．
11 It畑邸路

18 午“IIJ'逍跡
•99 船沿町遺閉
50 l,li人町辺跡
51 .It水前｝追跡
52 西水'，fヽ 旧町迎鯖

53 水前9?J兌.F埓
5・1 陣911呪・＂騎
55 沖水迫路
56 llj分寺跡
57 iI'.fll湖遺闊111'
腿 ／1i水閃がf路

図 1 熊本大学構内遺跡と市街地周辺追跡の分布図 (1/25000)
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表2 2019年度調査一院表

I調査期日 調査番号 地点名 調査の種類調査面積 時代 迫構・遥物 I 
19.5.10 ・ 13 ・ 14 ・ 

1 8 l 7 （渡1J肛2）外ガス竹更新:r:']i 工事立会17 ・ 21 91.73面 近代 陶器

19.4.15~ 17 1 9 0 1 
（京IIIJ)教脊学部附属中学校）土外l、イレ新

工事立会 44.5面
弥牛・古代 弥生土器 ・須恵器 ・防磁

営機械設備こI:ili. 近憔 ・近代 器 ・ガラス

19.4.25 ・ 26 1 9 0 2 （黒炭肉） k1．]'嬰WiC2樹木復lFl 工事立会 98.00rrl 古代 土師器

竪穴建物 ・i/lt・道路 ・排
作痕．束石払礎 ・機械基

19.5.27-7.31 古代 ・近枇
礎 ・階段基礎 ・煉瓦廃発

l 9 0 3 （黒愛南）工学部研究狩料節災甚復lH工事 発掘紺査 147.61ボ 土坑・足楊痕 ．lHポイ
近代

ラー煙逍． 土師器 ・tfi忠
器 ・駒磁器 ・錬瓦 ・瓦 ・

ガラス製品

19.5.30 ・ 31. 6.6 ・ 
10~12・17・18・ 1 8 2 3 （煤嬰It他）五邸記念館他災内殺I「l工事 J?)I立会 53.321-rl 近代

IE!ポイラー基礎．i耐火辣

20 ・ 7.28～継続中 瓦

19.7.8～継続中 1904 
（医術）基幹 ・萩'iJ舜腋備（附外閑桜整iiii

エ:Jiii．会 6231.10面
占代 ・近IIt 溝．竪穴建物 ・近路土

ぐが） こ[ili(J11ワki柑：令;,) 近代 Dili器 ・須恵器 ・陶磁器

19.8.29. 9.4 1 9 0 5 
（京町）教育学部附属中学校西校舎西側ll8・

工事立会 20.50吋渠潤究

19.9.19 1 9 0 6 （新腔敷l)駐車場整備」：事 ←区li立会 543.4011-! 

19.10.8~12.6 I 1 9 0 7 （本斗［北）甚幹 ・環槌杷備（旧臨1未研究柚 発掘湖査 2954.201rl 
取り壊し） J●●！［ （建物基礎撤去）

19.11.l l 9 0 8 
（益城）パスルバワー試験楊実験研究棟接

自主立会 l50rrl 地JごIli. 

19.12.3 ・ 5 ・ 6 1 9 0 9 （煤嬰他）敷地疫界周辺等樹木剪定梨務 工事立会 85.75ni 近代 緑石

19.12.4～維続中 1 9 1 0 
(I医猜）設備管理棟束側等屋外Fli水箭取杵

1プ]1:立会 l 7.15rrl 」?]―i

竪穴建物 ・溝 ・追路・近

19.12.9～維絞中 l 9 1 1 
（本1:l：中）ライフライン再生（給排設伽

発掘潤介 1254.90面
古禎 ・古代 代建物払礎 土師器 ・須

等）J.事（排水股iiii等） 近1U：・近代 恵器・陶磁器 ・瓦 ・ガラ

ス製品

19.12.16 ・ 22 l 9 l 2 
（黙嬰北） ・基怜 • 閲災照伽（プロック塀対

l又li・立会 274.SOni 近代 煉瓦基礎
策）工事 （屈外プール廻り）

19.12.20 1 9 1 3 
(4こ荘中）ライフライン再生 （受l'iいじ設

:1,:Zl匂［会 0.20rrl 
イiii)1;[ji （コンクリ ート柱）

20.1.15 l 9 1 4 
（本荘北）粘幹・哀桜整備 (l[I臨床研究棟

J又li立会 229.30,rl 
取 り炭し）工¥li.（機械設価撤去）

20.1.20, 2.13 1 9 1 5 
( il!i.)]t ) 基幹 • f,;:tかU夜fii)（プロック塀対

工事立会 106.10ボ
策）t事 （敷地税界釆1l!1j)

20.1.20 1 9 1 6 
（原町）基幹 ・閑榜整備（プロック塀対

J及li立会 61 30nf 
策）エil・i:（北束側）

20.2 4 ・ 10 ・ 13 ・ 
l 9 l 7 

（患髪北）森炭安全センター西側等屈外ガ
工事立会 275.70面

古代 ・近Ilt ―l潅Ii器 ・須恵器・陶磁

14 ・ 18~21 ス岱潅恰杵工事 近代 器 ・瓦 ・硬伐

20.2.10 I l 9 l 8 
（新南部） 1，蒻．焚境整備（プロック塀対

工事立会 27.90ni 
策）L1t 

192.19 1 9 1 9 （京lllf)）丞外排水設備 (II行渠等）改修工事 工事立会 18.lOn-l 

20.3.9 1 9 2 0 （松島町）屈外給水岱：漏水修耕工事・ 上事立会 21.40ni 

20.3.16 l 9 2 l (}.I桟を南）理学部l川楊フェンス1[2.設＿T．事 lTli立会 l.90n{ 近代 l：友寮1掲述栗石基礎

※本荘北地区1904曲査地．れは． 93条第1項）iiけ11,'に対し．熊本市よりエili立会での指淋が下りたが調究地点の広い範囲で遺構が検出された。
※益城地区1908満介地点は．）月知のj11！蔵文化財鉱蔵地外だが辿跡の憐接地であるため確認のためにセンターが自主(Iりに立会を実施した。

第I章本年度の詞査概要
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ティングルームの各内壁に沿った掘削を実施したところ

前者より旧ボイラー基礎および煙道を検出している．

煙突はすでに撤去されて存在しないがこれに係る地下

施設は地下で保存された状態にあったのである．煙道に

は耐火煉瓦が使用されており既往の大学構内謂査はも

ちろん熊本県下でも出土例の少ない浴料として投煎であ

る．本調査地点の調査成果について．6月29日に関係者

に限定して現地説明会を実施している．

このほか今年度には黒髪北地区1912調査地点では，

プール南束角の工事立会において．第五硲等学校の 「第・

ー教師館」の煉瓦基礎が検出されているこのように近

年熊本大学梢内辿跡では近代の調究事例が増加してお

り小規模な立会も含め簡易的な記録保存をおこなって

きた本店第mt体では本センターで実施してきた近代の
調壺について焦疫地区の概要をまとめている．

本荘北地区における基幹 ・珠境整備（屋外環境整備

等）工事 （排水溝等）（1904調壺地点）は旧箭理棟の

跡地周囲および敷地南端に相当する．没透桝の設骰など

工事内容から，施工深度が深く ．狭陰な範囲における追

構掘削を余儀な くされた 1日管理棟の取り壊しに係る

1708調査地点の発掘調査では平安時代の竪穴建物や溝

などの辿構が検出されたほか．近lL・ ・近代の道路辿梢が

発見されている（吉留 ・山野編2018)．そのため．本調

査でも当該時期の辿梢が広い範囲に現存していることが

予想された．本年度の調査では．1708調査地点で確認さ

れた近世 ・近代の道路辿構や溝の続きあるいは一部が検

出されるなど．既往の調査内容を補完する成果が上がっ

ている．木調査は次年度まで継続して実施されており．

今後も本荘地区の各時期の土地利用に関する新たなデー

タを提供してくれるだろう．

また．本荘中地区におけるライフライン再生（給排設

備等）工事（排水設備等）に伴う発掘調査 (1911調査地

点）では，主と して本地区の南側道路部分の調森を実施

した 1904調査地点と同様工事内容上．幅が狭く ．深

い調壺区が多い．本調査では．古墳時代～古代のピッ ト．

竪穴建物溝道路などの追構や．近代の建物基礎が発

見されている．近年．黒愛南1310調査地点などこうし

たライフライン再生に係る発掘調査が継続して実施され

ている．こうした発掘調査では．逍跡を部分的に開放す

るため．その全容を把握しづらいという難点がある一方

で広範囲における土層の堆和状況を知ることができ．

今後周辺地域の調査を進める上で三次元的に有用な

データを得ることができる

今年度で熊本地従で大きな被害のあった建物の復旧

に係る調査がほぼ完了した．2017年から始まったこれら

の復旧事業に係る調査では，今年度の黒髪南地区1903調

査地点を始め．多くの重要な知見が得られている．

この復113事業によって遅れ気味であった各地区の整価

事業が継続的に実施されてい く予定である．今後も関係

各所の理解 ・協力のもと，本学の再開発事業の円滑な推

進と埋蔵文化財の保存活動に努めていく所存である．

第 I章 本年度の調査概要
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I第II章調査の記録 I 

Ilー 1 黒髪北地区 （図2・ 3参照）

1. （黒髪他）敷地境界周辺等樹木剪定業務に伴う

工事立会 (1909)

く調査期間＞

2019年12月3日～12月6日

く調査面積＞

85.75面

く調査員＞

山野ケン陽次郎・士野雄貴．

く調査概要・結果＞

五邸記念館南側．サインカープ周辺の樹木抜根に係る

工事立会を実施した．抜根予定の樹木はマキやマツ． I:::

マなど計7本で西から順に①～⑦の通し番号を付した．

いずれの樹木も根本近くで幹が裁断されており切株の

状態である．韮機で一次掘削し．根の周囲などは人力で

掘り下げたなお ① ・②について申訥図面との位f性の

ずれが認められたため．熊本市文化振興課に事前に辿絡

し．後日訂正した図面を提出している．

調壺地点北西に位置する①では，直径70cm程の根の周

囲1.7X 2.4mの範囲を掘削した地表下0.65mで根の大

部分を伐採し．切株を取り上げた．調査区南西角には．

地表下0.25mにおいて直径20cmほどの円礫が4個並んだ

状態で検出された出土位紺は近代の整地土より上位で

現在の五高記念館前の車寄せサークルと並列することか

ら．第五高等学校時代の車寄せサークルを形成する縁石

であった可能性が高い円媒は除去の必要がなかったた

め，現地に保存した．辿物は出土しなかった．

①から南東9mに位悩する②では直径約50cmの根の

周囲2.6x2.2mを掘削した地表下0.7mで古代の包含｝沼

らしき黒褐色土を検出したため．本レベルで根を伐採，

除去した辿構 ・辿物の検出はなかった．

③は五邸記念館の南に並列するフェンスの北側に位樅

する．直径70cm程の根の抜根でその周囲2.3X2.8mを

地表下0.8mまで掘削した調査区南側では地表下0.3m

で直方体に加工された割石が検出された部分的に撹乱

を受けており ①で検出された円繰と同様その位骰や

向きから第五高等学校に関連する可能性があるが詳細は

不明である掘削は全て現代の撹乱埋土内におさまった．

ビール瓶などが出土したが取り上げていない．

④ • ⑤は，赤門から五高記念館へ至る途中の緑地に位

骰する．切株の周囲を． ④は2.1x 1.9m. 2.2mほど東に

ある⑤は2.5x2.8mをそれぞれ掘削したいずれも地表

下O.lmで近代とみられる玉砂利層を検出し ④では地

表下0.36mで． ⑤では0.35mで． 11音褐色粘質土をそれぞ

れ検出した逍梢 ・辿物の検出はなかったため． 工事業

者に抜根に際しての作業を慎重に実施するよう指示して

引き渡した．

⑤から南東へ15m程に位1在する⑥の抜根を実施した．

直径60cmの切株でその周囲2.1X 1.9mを地表下0.6mま

で掘削した地表下0.6mで黄粒混ll音褐色土屈を検出し

たが．辿物は出土せず．その性格は不明である．本土｝爵

の掘削は実施せず．その上而において根を伐採．除去し

た．逍構 ・辿物の検出はなかった．

調壺地点で最も東に位置する⑦の根の抜根では直径

65cm程の切り株の周囲． 3 x2.6mの範囲を最深で1.15m

まで掘削した地表下0.8111で古代の土師器，須恵器片

の混じる暗褐色土陪を検出したが本土）晋の掘削は実施

せず．その上面において根切りし．切り株を取り除いた．

追構はなく．辿物は小片のため取り上げていない

写真1 ①調査区西壁土層断面（東より）

写真2 ①振削状況 （東より）

第II章調査の記録
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写真3 ②調査区南壁土層断面（北より）

写真4 ②掘削状況（北より）

":：ら二＝會ご＝ご；；；；；；；；云;:;.-＝ ='竺や屯・良f． 因•屠, r.” 
そ

写真5 ③掘削状況（北より）

写真7 ⑤掘削状況（西より）

写真8 ⑥重機掘削作業風景（北より）

写真9 ⑥掘削状況（北より）

写真6

第II章

④掘削作業風景（北より） 写真10 ⑥南壁士層断面 （北より）

調査の記録
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写真11 ⑦重機掘削作業風景（北より）

写真12 ⑦掘削状況（西より）

2. （黒髭北）基幹・環境整備（ブロック塀対策）

工事（屋外プール廻り）に伴う工事立会 (1912)

く調査期間＞

2019年12月16日． 2020年1月22日

く調査面積＞

274.8面

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

黒髪北地区西側．屋外プール周囲のプロック塀の補強

に係る工事立合を実施した．エ区は施工内容ごとにA~

Jの10工区に分かれているこのうちプール西辺に相当
するCエ区は施工深度が25cmと浅く，文化層への影評は

なかったまたJ工区はプールの士台部分に相当するた

め立会の必要性はなく．工事業者に掘削方法を指示して

作業を進めさせた． A. B. D. E. F. G. I-1. Iの

8つのエ区について計11か所で試掘を実施した

A工区はプール東側にあたる．南北35mのうち，北端

と南端．その中央部分の3か所で試掘を実施した（①～

③)．掘削範囲はいずれも0.7x1.2~ 3 mで地表下0.65m

まで掘削したプール周囲の南半は南側道路よりも1.2

m程盛土されており．掘削したすべての調査区で撹乱埋

土内におさまった．追梢 ，辿物の検出はなかった．

プール南辺に相当するBエ区は，西側の造成箇所を10

~60cm掘削するのみであり 現地で確認したところ立会

の必要性がなかったただし， A工区と接し．比較的残

存状況がよいと思われるBエ区東端の一箇所のみを立会

した（④)．この部分では煉瓦破片が少姑検出されたが

まとまりがなく投乱埋土中に滉在する状況であった． 1 

x0.7mの範囲を地表下0.6mまで掘削したが全て撹乱埋

土内におさまった しかし．Bエ区全体の掘削終了後

④の掘削位協で赤レンガの広がりを視認できたため籾資

したところ，地表下0.6mのレベルで煉瓦基礎を検出す

ることができた基礎は約lxlmの範囲に広がってお

り．南北方向に主軸を持つことが分かった北の延長部

はプールの土台によって南側は道路によりそれぞれ破

壊を受けたとみられる基礎の表面は風化していたが，

「熊本監獄製造」印のおされた煉瓦が使用されているこ

とが判明した大学史等で由来を確認したところ．その

位置から，明治23年の第五高等中学校発足時に梢内南西

に設置された「第一教師館」の基礎であると椎測できる．

本辿構は撤去の必要がなかったので現地にて保存した

①～④からは近代の磁器破片や煉瓦破片が出土したが取

り上げは実施しなかった

D工区はプールの北西辺に相当する．エ区の西端と東

端付近にそれぞれ0.7xl.3mの掘削を実施したところ，

プール土台壁から0.3mの位置までは基礎掘方によって

破壊を受けていることが判明した（⑤ ・ ⑥)．文化層の

残存部分では地表下0.35mでII音褐色土層を検出したが

地表下0.5mまで掘削しても古代の包含陪を検出するこ

とはできなかった

プール北東部入口付近に相当するH・ I工区の立会を

実施した ⑦はプールの北側，水泳部部室の南西角付近

にあたる．D工区⑥と東側で一部重複しているが地表

下80cmまで掘削が必要なため，再度調査を実施した南

北2.5m.東西1.2mの範囲を掘削したところ．地表下60

cmで暗褐色土． 70cmで黄褐色粘質土層を検出した．

⑧は部室の北東角，南北0.9m,東西2.6mの範囲を掘

削した．多くは祁室とシャワー室の基礎掘方埋土中にお

さまったが壁際付近において地表下50cmでll音褐色土を，

地表下60~65cmで黄褐色粘質土を検出した

このほかプール北東側でフェンスのコンクリ ート基

礎埋設のために独立した50x50cmの孔を計8カ所掘削

したそのうち南北端と中央部の計3カ所について立会

を実施した（⑨～⑪）．いずれも地表下70cmまで掘削し

たが全て既存フェンスの掘方埋土中におさまった． ⑤

～⑪のいずれも辿梢 ・造物の検出はなかった．

第II登調査の記録
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写真13 ②掘削状況 （北より） 写真17 ⑦重機掘削作業風景（西より）

写真14 ④煉瓦基礎検出状況 （東より） 写真18 ⑦掘削状況 （東より）

写真15 ⑤掘削作業風景（東より） 写真19 ⑧重機掘削作業風景（北東より）

、．

1.．、

写真16 ⑥掘削状況（東より） 写真20 ⑧掘削状況（東より）

第Il章調査の記録



写真21 ⑨～⑪遠景（北東より）

写真22 ⑨掘削状況（南より）

,j 

写真23 ⑪掘削状況 （北より）

3. （黒髪北）環境安全センター西側等屋外ガス管

盛替工事に伴う工事立会 (1917)

く調査期間＞

2020年2月4日` 10・ 13 ・ 14 ・ 18~21 El 

く調査面積＞

275.70 (49.31) rri 

く調査員＞

士野雄買

く調査概要・結果＞

焦髪北地区におけるガス管の盛替えに伴う工事立会で

11 

ある． 工事の滸手順に．教育学部本館南側を①．化学実

験楊1¥i側を②．全学教育棟A棟と附屈図密館l中央館とを

つなぐ区r::]を③．環桜安全センター西側を④とした．
① ・②は既設管の撤去に伴う工事であり．③ ・④は新営

に1半う工事である．

①-1は地表に設樅されているガス栓の東側をl.8X

l.lm掘削した地表下0.75mで既設ガス管を検出したが

ガス栓の西側では管が下に潜っていたため．ガス箭の掘

方内0.4x0.4mをさらに掘削した地表下l.lmでガス管

と南へ向かう分岐を検出した 全体の掘削は近代埋土

内におさまる．調査区中央付近のガス管掘方坦！土を地表

下1.4mまで掘削し，既設管切浙の空間を確保した

①-2は南へ分岐する既設ガス管を切断するため．

分岐点の南1.2mをl.9Xl.6m掘削した地表下l.lmで近

枇埋土と．既設ガス管および掘方を検出したその後，

配管切断の作業空間を確保するため，既設ガス管掘方の

左右をO.lmずつ．底をO.lm. それぞれ掘削した．掘削

は地表―Fl.5mまで及んだが近世埋土内におさまった

②はアスファルトを切った2.0X 1.6mのう ち，南恨I)

の0.6m幅を掘削した地表下0.3mで近代埋土と．ガス

管掘方を検出した．ガス管掘方内を掘削したところ．地

表下l.0mで下に潜る分岐を確認した調杏区南側のバ

ルプにつながる箇所は0.6x0.4mを掘iりIJし，地表下0.55

mで既設ガス管を検Il＇,したが北端が 下へi替っていた．

そこで，ガス箭掘方内をさらに掘り進めたとこる地表

下1.05mでバルプヘの分岐地表下l.lmで本管を確認し

たその後切断作業空間確保のため．ガス管本管の掘

方内を地表下1.4mまで掘削したが全て現代埋土内にお

さまった．調査区南墜の観察で地表下0.63mまで近代

郡土．下は近世埋士であることを確認した．

③は 全学教育棟A棟から北に．0.3x2.0mを地表下

0.8m掘削した区間は，すべて現代埋土におさまり ．辿

梢．辿物の検出はなかった．

この北端から，建物と平行に西へ． 0.4X 13.55mを地

表下0.8m掘削した区間では．地表下0.6mで近代埋土を

確認した地表下0.6~0.65mにかけてコンクリート製の

梢造物を確認した

この西端から附属図柑館中央館へ向けて南に， 0.3

X36.6mを地表下0.8m掘削した区間では、全学教育棟A

棟とl附属図柑館中央館の中閥付近から．地表下0.53mで

近代埋土地表下0.78mで近世埋土を確認した

この南端から東へ．3.0x0.6mを地表下0.85m掘削し

た区1！りでは地表下0.53mで近枇埋土を確認した．

この東端から南へ．0.6x4.4mを地表下0.8m掘削した

区間では，南へ3.0m付近まで地表下0.53mで近世埋土を

第1I章調査の記録
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確認した．

この南端から束へ0.6x3.lm・東端から南へ0.6X 4.4 

Ill.南端から西へ0.6xQ.6mをそれぞれ地表下0.8m掘

削した区間ではいずれも現代埋土におさまり追梢 ・辿

物の検出はなかった．

④は． 2017年度に実施した1734調査地点に接する付近

では 1.1X4.Qmを地表下0.8m掘削した地表下0.4mで

地山とみられる黒色粘質土を確認した．辿構 ・辿物の検

ILI}はなかった

この北端から北へ． 0.3x11.0mを地表下0.8m掘削し

た区間では，構内道路下では地表下0.4mで，環檄安全

センター入口南側の緑地部分では地表下0.3mでそれ

ぞれ地山とみられる褐色粘質土を確認した．迎梢 ．辿物

の検出はなかった

この北端で一度クランク状に折れ1111がり．再び北へ0.3

X 20.Qmを地表下0.8m掘削した区間では地表下0.4~

0.58111にかけて地山とみられる褐色粘質土を確認したが

辿構 ・辿物の検出はなかった．

この北端から北へ．0.9X 1.4111を地表下0.8m掘i'illした

区間では地表下0.5mで地山とみられる褐色粘質土を

確認したが遣梢 ・辿物の検出はなかった．

この北端から東へ．珠｝立安全センター北西隅へ取りつ

くまでのQ.3X5.3111区間は地表下0.45m掘削した．束

折してすぐに，地表下0.15mで0.15m幅の地山とみられ

る褐色粘質土を確認したがそれ以外の箇所については

すべて現代埋土におさまった．辿構 ・辿物の検出はな

かったため．残りの作業については慎諏な作業を行うよ

う指示して立会を終了した

辿物は．士暉器 ・須恵器 ・陶磁器・瓦を少加出土した

ほか ③の全学教養棟A棟に近いところからアルミニウ

ム製の硬貨を1枚出土している．

写真24

第II登

:---“已＂ゞ
①-2掘削完了状況（北より）

調査の記録
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写真25 ③調査区近景（北より）

~― ....... 

写真26 ③掘削完了状況（南より）

写真27 ④調査区近景（南よ り）

写真28 ④地山検出状況（南より）



]Iー 2 黒髭南地区 （図4参照）

1. （黒髪南）黒髪南C2樹木復旧に伴う工事立会

(1902) 

く調査期間＞

2019年 4月25・ 26日

く調査面積＞

98.00 (30)面

く調査員＞

新里亮人 ・山野ケン陽次郎 ・士野雄貸．

く調査概要・結果＞

黒髪南C2改築に係る樹木復旧に伴う工事立会を実施

した． 2018年8月樹木の抜根作業に伴う 立会をおこ

なったが．工事の都合上．その後伐根箇所は一旦埋め戻

されたため．再植樹時の掘削工事に立ち会う こととなっ

た．

作業前に現地を確認したところ，伐根箇所は打杭に

よって現状復旧できるよう手配されており再植樹され

る樹種と対応させるため杭には番号（①～⑮）が与えら

れていた計画図に記された樹種．掘削範囲掘削深度

を参照し遣構造物の包蔵状態を確認するため対象箇

所のバックホーによる慎重な掘り下げをおこなった．調

査の結果調査対象地点の中央部南半側にあたる⑥ ・⑦

の再植樹箇所において表土直下（地表下0.8~0.9m)

より黒褐色土層が確認され．上面の梢掃時に土師器片数

点が出土した当該思は植樹による掘削深度より下位に

堆積しており，緊急調爺の対象には該当しないため検出

状況の写真撮影後，樹木の再植樹と掘削箇所の埋戻しを

おこなった他の調査区域については．掘削深度内で辿

構辿物は確認できなかったが表土下位には追構而お

よび包含層が堆栢している可能性が高いと判断され．今

後の開発では注意を要する．

写真29 ⑥包含層検出状況（北より）
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写真30 ⑦包含層検出状況（北より）

2 （黒髪南）工学部研究資料館災害復旧工事に伴

う発掘調査 (1903)

く調査期間＞

2019年5月27日～7月31EI

く調査面栢＞

147.61面

く調査員＞

士野雄貴 • 新里亮人會

く調査概要・結果＞

平成28年4月に発生した熊本地碇により被害を受けた，

国指定重要文化財である工学部研究資料館の復旧工事に

伴う発掘調査であるこの建物は，指定名称こそ「工学

部研究骰料館」であるが本来は熊本大学工学部の前身

に位置づけられる．熊本高等工業学校の機械実験場とし

て明治41年に建設された二階建てのいわゆるイギリス梢

み煉瓦建築物である

餃料館の上屋部分の調査は．公益財団法人文化財建造

物保存技術協会 （以下「文建協」） が担当しており発

掘調査においては．文建協と協議しながら進めていくと

いう体制をとった

調査の進展とともに．資料館建設当初の床下追梢が予

想以上に良好な状態で検出された．6月18日に，査科館

上屋部分の復旧工事に対して文化庁調査官から視察を受

けることになったがこの視察に合わせて，検出された

床下辿構についても併せて指森を受けたい， と文建協力‘

ら要訥があったその際文建協から．床下遺構保殿を図

るため工事箇所の一部を骰料館外回りへ変更する可能性

についての示唆があった．以上を踏まえた協議の結果，

文化庁調査官による指池を待って調査方針を再度検討す

ることとしそれまでの間は襴査を止めて辿構の保全を

図った

予定通り． 6月18日に実施された文化庁調査官による

現地視察および指埒の内容に基づいて検出された地下

第Il章調査の記録
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辿構については可能な限り現地にて保存し．工事による

破壊を免れない辿構については復元配骰することとなっ

た．加えて調査区の現状を公開することが望ましいと

いう指摘を受け，6月29日，関係者に限定して現場を公

凋した．

当調杏において検出された追構は．骰料館に係る上位

の追構群と．資料館以前に遡る下位の辿構群とに大別さ

れる，

前者には．壁および柱掘方 ・旧ボイラー煙道 ・束石お

よび束石基礎 ・入口部分の床下基礎 ・階段基礎 ・機械基

礎およびl[l休憩室がある． !El休憩室内には洗而所の痕跡

もみられた付帯辿構としては．沢料館建設T．事に伴う

とみられる足場痕跡 • 練瓦の加工残滓を埋却した廃梨土

坑を検1,liした．

後者には古代とみられる溝 ・ピット ・上坑 ・竪穴建

物近世とみられる耕作痕跡 ・迫路 ・ピットなどがある．

追加した外l回りの調査では．南側から壁掘方の外側に

近世とみられる耕作狼跡の広がりを確認し，北側からIll

ポイラー煙逍の続きを検出した．

辿物は．数点の縄文土器のほか土師器 ・須恵器・陶

磁器 ・瓦 ・煉瓦 ・ガラス製品などが出土している．

写真31 旧ポイラー煙道および北階段基礎検出状況（南より）

II□1|l 

人

写真32 北入口床下基礎検出状況（南より）
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写真33 束石基礎検出状況（南西より）

写真34 竪穴建物検出状況（北東より）

写真35 溝検出状況（北東より）

写真36 現場公開風景

第II奎調査の記録
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3. （黒髪北他）五高記念館他災害復旧工事に伴う

工事立会 (1823)

く調査期間＞

2019年5月30・ 31日． 6月6・ 10~ 12 ・ 17 ・ 18 ・ 20日．

7月28日～継続中

く調査面和＞

53.32面

く調査員＞

士野雄資．

く調査概要・結果＞

熊本地霞により被害を受けた，大学所有の国指定重要

文化財に対する災害復旧工事のうち．黒髪南地区にある

工学部研究骰料館についての工事立会で前年度からの

継続案件である．

資料館西側にある 2つの小区画， 北側の小狩科室およ

び南側のミーティングルームの各内壁に沿って．昭和53

年 (1978)に敷設された補強鉄骨を施工しなおすことに

なったこの鉄骨の基礎コンクリ ートを露出させるため，

当時の掘方内を設計基礎下0.55mまで掘削した設計基

礎は． 1903調査地点である隣の大資料室床面である．掘

削は近代埋土におさまった 小費科室床下より旧ボイ

ラー基礎および煽道を検出するなど，1903調査地点とl司

じく，壺料館建設当初の施設が良好に遺存していること

を確認した旧ボイラー基礎の一部は外壁と接続してお

り，煙道は， 2層に和まれた赤煉瓦を本体とし，その内

側に耐火煉瓦が積まれていた．煙道の内部空間からは．

現代埋土に混じって大砧の赤煉瓦や耐火煉瓦が出土した．

掘肖ljが下位に及ばなかったため，煙道の全容は確認でき

ていない

前年度の工事立会の際補強の基礎コンクリートの型

枠に転用された煉瓦を確認したが，今回も多数の型枠転

用煉瓦を確認した．耐火煉瓦がかなりの割合を占め，耐

火煉瓦を出土しなかった1903調査地点と対照的である．

写真37 小資料室内旧ボイラー基礎検出状況 （南より）

第II章調査の記録

写真38 小資料室内旧ボイラー煙道検出状況 （東より）

4. （黒髪南）理学部圃場フェンス取設工事に伴う

工事立会 (1921)

く調査期間＞

2020年3月16日

く調査面租＞

1.9 (0.36) rrf 

く調査員＞

山野ケンI湯次郎．

く調査概要・結果＞

黒髪南地区理学部圃場フェンス取設工事にかかわるエ

単立会を実施した．調査地点は黒髪南地区東端，白川右

岸に沿って設けられた理学部圃場の北東側に相当する．

周辺では0938調査地点など過去の調査で古代および縄文

時代の辿物が検出されている．

本工事ではフェンスの独立基礎の設饂にかかわる掘削

の必要があり 工事施工深度は地表下40cm,掘削範囲は

30x 30cmである施工は南北約20mの区間において調

査地東に隣接するU字恨ll溝に並列して12カ所の掘削を実

施する．確認のため．このうち4カ所について試掘調査

をおこなった （①～④）．

圃場北束端から南東に2mの掘削箇所（①)では地表

下20cmで褐色砂層を検出した東側はU字側溝の掘方に

よって破壊を受けている．本褐色砂層は黒髪南地区東側

理学部等周辺に堆積する古代辿構検出面を形成する土府

である．過去の黒髪南1310閤査地点では本土陪中から縄

文時代後期の逍物が大祉に得られている．本掘削箇所で

は本土陪中を20cm程掘削したが辿物は出士しなかった．

掘削而栢が狭く判然としないが褐色砂層と比較してやや

しまりが弱く ．周囲の土陪との関係性を考えると後世に

なって下位から持ち上げられた廃土が堆放した可能性が

考えられる．

圃場北東端から南東に8mに位爵する掘削箇所（②）

では地表下40cmまで全て現代の撹乱塊土内におさまった．



圃場北東端から南東13mに位協する掘削箇所（③)では，

地表下25cmから10~15cm程の扁平な川原石が意図的に敷

かれたような状態で検出された川原石周囲には川砂と

ガラス片が混在しておりこれらが近代の建物基礎の栗

石である可能性が高かった．本調査地点周辺は明治44年

に竣工した熊本高等工業学校の学生寮である「エ友寮」

の敷地に相当する． エ友寮の建物基礎と思われる追梱は・

これまでに黒楔南地区1310調査地点のm5区などでも検
出されており川原石の法羅や，）l|原石の周囲に散布さ

れた川砂など同様の検出状況を示す．これら栗石を一

段分はずしたところで施工深度に達したため掘削を終え

ている

圃場北東端から南束に17111に位置する掘削箇所（④）

では地表下30cm程で黒褐色土府が検出された．古代ある

いは近世 ・近代の辿物包含層と想定されたため．10cm程

注意して掘削したが辿物は出土しなかった調査地点周

辺にはよIIIが設けられており地表下30cm程までは撹乱を

受けているまた施工深度40cmでは古代の辿構面には

到達せず，辿物包含層をやや削るのみであったため，他

の掘削の注意点について工事業者に指示し，工事立会を

終了した．辿梢 ．辿物は検出されなかった．

写真39 人力掘削作業風景（南より）

＼ 
む -』-～心江 ＾^，・

写真40 ①掘削状況（東より）

写真41 ②据削状況（東より）

写真42 ③掘削状況（東より）

にヽ＇ヽ

し竺溢釜目
写真43④掘削状況 （東より）
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IIー 3 本荘北地区 （図5参照）

1.（医病）基幹・環境整備（屋外環境整備等）エ

事（排水溝等）に伴う工事立会 (1904)

く調査期間＞

2019年7月8日～継続中

＜調査面栖＞

6231.1面

く調査員＞

新里亮人 ・山野ケン協次郎 ・士野雄貨．

く調査概要・結果＞

熊本大学病院の屋外探境整備に係る排水溝等の設置箇

所における埋蔵文化財の記録調査を実施するものでエ

事立会によって包含層および辿構面の残存が確認され．

工事の掘削深度がそれ以下に及ぶ工区については，緊急

発掘調査をおこなった．工事の対象箇所は，本荘北地区

1708調査地点とその周辺区域に該当する対象工区は広

範囲に及び，なおかつ飛び地的に設定されているため便

宜的にエ区分けをおこない （①～⑤工区）．各工区にお

ける発掘調査の着手順に調査区番号 (1~）を付し．各

調査区内で検出された辿梢は検出順に枝番 (M1 ~) 

で整理している．

工区分けは旧管理棟の東側を①工区旧管理棟範囲内

を②工区 IE!管理棟の南西側を③工区 旧管理棟外南側

を④工区とした（図5)．以下． 2019年度における各エ

区の発掘調査成果を要約する．

（①工区】

①工区は第一立体駐車場に隣接する屋外眈車場内にillll

溝雨水枡，浸透井戸（マンホール）．浸透井戸間を繋

ぐ排水管電線管ソーラー照明灯を設悩し．アスファ

ル トの再舗装に伴う樹木の伐根工事がおこなわれる区域

である

第一立体駐車場南側の没透井戸設協箇所は後代の撹乱

により辿構而が失われていたが排水管設置箇所（①-

1. 2調査区）．桝設似箇所（立会区）．屋外灯設悩箇所

（①ー 3調査区）．排水管設岡箇所（①-4.6調査区）．

第4号浸透井戸設悩箇所（①ー 5調究区）．シェルター

基礎設悩箇所（①-7)のそれぞれにおいて包含陪（近

世古代）および追構 （古代）の残存が確認された．

（②工区］

②工区内は．浸透井戸， 排水管．雨水枡，側溝．屋外

シェルター基礎．用水道，電気配線の設置がなされる区

域となるエ区の大半は本荘北地区1708調査地点の範囲

内に当たるが立会の結果．IE!管理棟の外縁および中庭

第II章調査の記録

写真44 ①-5調査区完オ屈状況（南東より）

写真45 ②-3調査区完掘状況 （南より）

• •• -.1 
写真46 ③-2調査区完掘状況（南より）

写真47 ③-3調査区完掘状況（南東より）
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写真48 ③-4調査区完掘状況（北より）

写真49 ④-1調査区検出土坑内遣物出士状況（北より）

部分において辿構面の残存が確認された．

屋外シェルター設置箇所 （②-1.4 ~8調査区）で

は II]管理棟の掘方と機械設備 （近代陶管や現代ヒュー

ム管）埋設箇所の間に僅かながら追梢面が残存していた．

② -2. 3調浙区 （旧管理棟中庭）で検出された複数の

硬化面が塁重する大溝は．位骰関係や土肘 ・出土辿物の

特徴から1708調査地点の64号道路の未発掘部分にその

東縁に位骰する②ー10・ 11調査区で確認された硬化而を

もつ追路跡 (M1)は．1708調査における102号道路の

一部に該当するとみられる．

【③工区］

③工区は浸透井戸排水管．雨水枡が設骰される区域

でその大半は旧管理棟の敷地外に当たることから辿構

面の良好な残存を予想して調査を実施した．

③ -1調査区は1日管理棟の西南縁に位樅し．工事箇所

の大半は1708調査地点範囲内に収ま っていたが調査区

南側において｛崩かながら追構而の残存が確認された．

③-2調査区は全而に辿構而を残しており．近世の溝．

古代の竪穴建物跡．道路跡．ピット等が検出された．道

路跡は1708調査地点における276号道路と対応する．

③-3 ・ 4 ・ 5調査区の調査では北東方向に主軸を持

つ大溝が検出され． 1708調査における315号溝が病院敷

第II章調査の記録

地内の南西佃lに良好に残存している状況が確認された．

③-5調査区の東側 （浸透井戸設協箇所）では溝 （近

世）．竪穴建物跡ピット （古代）等が検出されている

【④Jご区】

④工区は本調査における最南の区域に当たる．令和2

年度工事予定区域のうち．交通への影翠限が少ない樹木植

え込みロータリー内の立会いを実施した結果．辿梢而の

残存が確認された ①ー1調査区北側 （没透井戸設樅箇

所）の大半は樅乱を受けていたが．古代と近世の溝が検

出され．南側 （管路箇所）においては古代の溝および土

堀等が確認された

［今後の調査計画】

本事業は令和3年）支まで継続するが，事業期間中は令

和 2年度以降の調資においても本工区分けを踏製し．調

査を進めていく予定としている．

2.（本荘北）基幹・環境整備（旧臨床研究棟取り壊

し）工事（建物基礎撤去）に伴う発掘調査 (1907)

く調査期間＞

2019年10月8日～12月6日

く調査面積＞

2954.2面

く調査員＞

新里亮人．

く調査概要・結果＞

旧臨床研究棟の取り壊しに係る建物基礎撤去に伴う埋

蔵文化財の発掘調査を実施した．建物基礎のフーチング

間に辿梢面が残存している可能性が考慮されたため．撤

去に先立つフーチング四方の掘削に立ち会い．底而とな

る無筋コンクリートの検出後．対象区域を梢査し．辿構

面の残存状況を確認する手順で調査を進めることとした．

調査に先立って工事計画を照会したところ．エ区を東西

方向に13区域に分け．フーチング周縁の掘削 ・基礎の粉

砕と撤去 ・埋め戻 しをーエ区ごとに実施し．取り壊し完

了後隣接工区に移行する手順が示されたため， 工事工

程に順じて西側工区より辿構面の精査を開始した．

掘削対象域のすべてにおいて辿構而の確認作業を行

なったが無筋コンク リートの検出面は．地表下約2.5

~3.0mにて堆和が確認される褐色砂陪に当たることか

ら．辿構および包含陪は確認されず．また辿物も出土し

なかったため．各工区の工事をその都度許可し．調査を

終了した今回の工事では掘削対象域が限られていたた

め． エ区内全域におよぶ辿構面の確認はできていないが．

砂／晋面におよぶ溝節の辿梢が残存している可能性も残さ

れているため．今後の開発では注意が必要である．



写真50 フーチング甚礎検出状況（南より）
.,.し .·• 
しと ．．．． 

..• ・ •9 .^·̀  →̀  ；-

写真51 遺構残存状況（北より）

3.（医病）設備管理棟東側等屋外雨水管取替工事

に伴う工事立会 (1910)

く調査期間＞

2019年12月4日～継続中

く調査面積＞

17.15面

く調査員＞

新里亮人．

く調査概要 ・結果＞

設備管理棟の北東および南西部における雨水箭の取り

換え工事に係る工事立会を実施した

写真52 掘削状況 （南より）
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北東側のA区では．既設枡間の範囲内幅0.6m.長さ

7.5mをl.Om掘り下げたが追構辿物は確認されなかっ

たため．工事を許可した南西側の工事は次年度に実施

される予定となっている．

4.（本荘北）基幹 ・環境整備（旧臨床研究棟取り壊

し）工事（機械設備撤去）に伴う工事立会 (1914)

く調査期間＞

2019'.'fF 1月15日

く調査面積＞

229.30rri 

く調査員＞

新里亮人．

く調査概要・結果＞

旧臨床研究棟取り壊しと関連する機械設備（配管およ

び枡）の撤去工事に伴う工事立会を実施した．既設機械

設備の表而を露出させ．その縁辺の掘り下げによって目

的物を除去するエ法によるため．掘削範囲内における埋

蔵文化財の確認を目的に立会をおこなった

機械設備類はすべて旧臨床研究棟の掘方内に位置して

いたため，工事を許可し立会を終了した．

写真53 機械検出状況1（北より）

写真54 機械検出状況2 （北より）

第II豆調査の記録
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II -4  本荘中地区 （図6参照）

1. （本荘中）ライフライ ン再生（給排水設備等）

工事（排水設備等）に伴 う発掘調査 (1911)

＜調査期間＞

2019if-12月9日～26日．2020年 1月6Fl~ 2月3・ 5 

~7日， 3月2・ 4 ・ 16~ 19 ・ 23~26 ・ 31日～継続中

く調査面稽＞

1254.9面

＜調査員＞

士野雄貸

く調査概要・結果＞

（本荘中）ライフライン再生（給排水設備等）工事

（排水設備等）に伴う発掘調査である

工事は．構内道路下を中心として6エ区にわけられて

おり，本荘中地区の南西部． 2017年度工事箇所と隣接す

る部分をlT区として順次着手された調査l区名は前

にエ区名．後に工事順をつけ設定し．必要に応じて刹II分

した．

① -1は浸透桝設置箇所である． 2.5X3.0mを地表下

2.2m掘削した地表下0.65111まで現代埋土地表下0.9

mまで近代埋土地表下1.35111まで近世辿物包含刑地

表下1.8mまで古代辿物包含層．以下は地山とみられる

褐色砂層である．古代のビッ ト1基を検出した．

①-2は浸透桝設置箇所である 2.5X2.5mを地表下

2.16m掘削した地表下0.4mまで現代埋土地表下0.8

mまで近代挫土地表下1.35mまで近世辿物包含罰地

表下l.6111まで古代辿物包含｝晋以下は褐色砂陪である．

近代建物基礎．古代の道路1基を検出した．

①-3は浸透桝設骰箇所である．施工変更により不定

形の4.5x3.6mを地表下1.87m掘削した地表下0.8111ま

で現代埋土地表下1.08mまで近代埋土．地表下1.36111

まで近批辿物包含陪．地表下1.58mまで古代辿物包含層．

以下は褐色砂｝行である．近代栗石．古代とみられる白粘

土分布 ・竪穴建物2・ピット 1基を検出した

①-4は排水管設置箇所である． 5小区にわかれる．

① -4a小区以外については．調査開始後掘削開口部

を広くとるように施工がいったん変更されたが地表下

0.65~0.8mで確認された既設構造物との重複が甚だし

かったため．ふたたび施工が変更されたこのため．辿

梢検出面まで掘削が及んだ範囲は幅0.7111ほどである

①-4aは後述する没透側滞と新設雨水管とをつな

ぐ箇所で側溝本体に小桝を設け．雨水管を通して余水

を排水箭へ流すものである．l.Ox4.0mを地表下0.9mま

第II章調査の記録

での掘削である，調杏の結果北側から地表下0.74mで

近代道路を検出したほか南側から地表下0.65mで既設

配管を検出したこれを受けて掘削を地表下0.6mま

でに留めるよう施工を変更することを確認し．残りの箇

所については慎誼に作業するよう指示した．

①-4bは．① -1と① ー2を繋ぐ排水管設協箇所で

ある．3.0x9.6mを地表下1.8m掘削した ① ー2で検出

された近代建物基礎の続きと．この建物に付随するとみ

られる煉瓦製桝，古瑣時代～古代のiiyi:3基を検出した

①-4cは．①-2と① ー3を繋ぐ排水管設置箇所で

ある． 3.0x57mを，西側は地表下1.56m.東側は地表下

1.8m掘削した． ① -3から東へ11.5mまでの掘削は古代

辿物包含陪におさまる．近代の建物基礎7・道路1.土

坑1基．近世の溝1基，古墳時代～古代のピット 6・竪

穴建物2・道路l基を検出した．

①-4dは．1706調査地点の5a区南端と，① -3とを

つなぐ配管設骰箇所である．3.0x9.0mを地表下1.4~

1.49m掘削した．掘削は古代辿物包含陪におさまり．①

-3で検出した近代栗石の続きを検出したが｀それ以外

の辿梢は確認されなかった．

①-4eは．① -1から学外の排水管へ接続する部分の．

排水桝および排水管設骰箇所である．この区間の排水桝

は．排水管を垂直方向に沈下させるもので．掘削幅は管

路部分と同じである．本荘中地区の南門部分であり地

表而は南に向かって下がっている．1.4X 19mを．地表

下l.6~1.8m掘削した，南端から近代建物を検出した．

北墜と東整の一部．および床を確認した地表下0.4m

で墜を．地表下1.3mで床を確認した．床下からは地

表1--1.64111で近代埋土と，壁の基礎天場を検出した．

建物北側では地表下0.85mで古代辿物包含層， 1.25

mで褐色砂9習を確認した． ① -1に近い方では地表下

1.2mで古代辿物包含府地表下1.65mで地山を確認した．

南端の近代建物と①ー1の中間付近から ① ー2および

①-4bで検出した建物基礎の続きを確認したほか ①

-1近くで古代のピット 2・ 構：l基を検出した．

① -5は没透側溝設骰箇所である．1706調査地点の

12a区南端に接統する．余水を排水管へ流すための小桝

を含む．1.2~1.6 X 87.5mを地表下0.9m掘削した近代

埋土におさまる地表下0.8mで近代建物基礎3基を検

出したが撤去はしない旨を確認したので残りの作業

については恨重に行うよう指示した．

南側の没透側溝設骰箇所は． ① ー3および① ー4cの

調壺結果を受け．掘削を地表下0.8111までに留めること

を確認し． f真匝に作業を行うよう指示した．

②-laは排水管設悩箇所である．1.2X 9 111を．北側
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図6 本荘中 ・南地区における調査地点配置図 (1/2000)
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で地表下l.lm.南側で地表下1.25m掘削した後述する

②-2にかけて地表下0.95mで近代道路を．道路の北側

から地表下l.Omで近代栗石を検出した．近代埋土内に

おさまる．

②-2は浸透井戸設置箇所である．2.2X2.2mを地表

下3.8m掘削した地表下0.9~0.95mで ② ーlaから続

く近代道路の続きを検出した地表下1.2mで近世埋土，

地表下1.65mで西側に丁字状分岐のある近1tl：溝と．溝に

切られた硬化而を検出した

辿物は，縄文土器数点のほか土師器 ・須恵器 ・陶磁

器 ・瓦 ・煉瓦 ・ガラス製品などが出土している．

写真55 ①調査区近景（西より）

写真56 ①-2古代道路検出状況（南より）

釣、＇：滋冗、●涵認玉尻．，→ -虎臣繁＇．：・墨惑

,_・ー• tEさgョ
写真57 ①-4c古墳時代～古代竪穴建物検出状況（南より）
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写真58 ①-4e近代建物検出状況（南より）

2 （本荘中）ライフライン再生（受配電設備）エ

事（コンク リート柱）に伴う工事立会 (1913)

く調査期間＞

2019年12月20日

く調査面積＞

0.2対

く調査員＞

士野雄貨．

く調査概要・結果＞

本荘中地区のライフライン再生工事における付帯工事

の一つである．本荘中サークル棟3内に設饂されている

受配軍設備の改修に伴い，建物の北側へ受配電設備が仮

設されることになったこの仮設設備に必要な電源を確

保するための，仮設電柱敷設に伴う工事立会である．

受配電設備の北側．直径0.5mを掘削した．掘削開始

後すぐに掘削箇所はコンクリ ー ト製の桝状構造物の内

側に位骰することが判明した内部はすべて現代埋土で

あり使用停止後残骰されたものとみられる地表下1.2

mまで掘削したが追構 ・造物の検出はなかった．

写真59 掘削完了状況 （北より）
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II -5  渡鹿地区 （図7・ 8参照）

1. （渡鹿）基幹・環境整備（ブロック塀対策）エ

事（敷地境界東側）に伴う工事立会 (1915)

く調査期間＞

2020年1月20日． 2月13日

く調査面栢＞

106.1面

く調査員＞

大坪志子．

原田範昭（熊本市文化振興課）．

く調査概要・結果＞

渡鹿グラウンドと舒察学校との敷地椛界にあるプロッ

ク塀の改修で．古い塀は基礎からすべて撤去し．ほぼ同

じ位協に新たな塀を新設する工事である．

古い塀の地上部分を撤去し．基礎部分撤去の段階でエ

事立会を実施した北端 （①地点），南端付近（④地点）．

および中間の 2カ所 （＠怠）地点）の計4か所で．基礎底

部までの深さと．設骰時の掘方範囲を確認し．掘方内で

撤去作業ができるのか試掘をおこなった ①地点では，

塀の両1J!IJ0.8~0.9mが掘方で西側では地表下0.6mで古

代の追物包含彫が検出されることを確認した．②地点は，

傍の樹根の対策のために基礎か頑丈に作られていた．

このため．この区間のみ基礎新設の掘削時に撤去し．立

ち合うこととした ③地点では地表下0.55m程度で古

代の辿物包含｝罰が検出されることを確認した試掘の結

果から．周囲の掘削範囲は試掘坑に準じ，深さは0.55m

まで基礎は適当な大きさに分割して引き上げるよう指

示した．

写真60 ①地点試掘作業風景 （南より）

①地点

②地点

運動場 旦

旦
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図7 渡鹿地区1における調査地点配匹図 (1/2000) 
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写真61 ①地点試掘振削状況（南より）

写真62 ①地点試掘既存基礎の状況（西より）

写真63 ③地点試掘大学側掘削状況（西より）

写真64 ③地点試掘大学側掘削状況（南より）
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新設の基礎掘削については既存の基礎より深くなる

部分について改めて工事立会を実施することとした．

深くなるのは．部室棟より南側の区間である．

本地区の地形は，部室棟とテニスコートの間で． 一段

南側が高くなる．河岸段丘崖とみられる基礎掘削が深

くなる区間を北から掘削していくとこの地形が一段寓

くなる段丘崖斜而で，古代の辿物包含｝罰を検出した．設

計通りの掘削をおこなう とすると．これより南側の区間

では掘削が辿物包含陪および追梢面に達し．施工前に発

掘調森を実施する必要が生じると判断されたこのため．

本学施設部と工事業者間で協議をおこない．既存の基礎

の掘方内で施工できるように設計を変更した

一段麻くなる区間については既存の基礎の撤去に伴

う試掘時に地表下0.55mで辿物包含陪が検出され，古い

塀は辿物包含層を掘削して設悩されていることを把握し

ていたため，周囲への影評がないよう．掘削について立

ち会った．幅1.6m.深さ0.7mで掘削をおこない，ほぽ

掘方内でおさまった．南側の数か所で島状に辿物包含層

が検出されたがそれ以上の掘削はおこなっていない

追構 ・追物の検出はなかった．

写真65 テニスコー ト東側新基礎掘削作業風景（北より）

写真66 ④地点試掘包含層検出状況（南より）
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2. （渡鹿2)屋外ガス管更新工事に伴う工事立会

(1817) 

く調査期間＞

2019年5月10・ 13 ・ 14 ・ 17 ・ 21日

く調査面積＞

91.73rri 

く調査員＞

士野雄貴 • 新里亮人 ・ 大坪志子．

く調査概要・結果＞

平成30年度からの継続事業である．

渡鹿住宅1~3号棟東側の道路を．道をはさんで2号

棟に対而する5号棟敷地北西角付近から，南へ幅約0.6m,

深さ0.8m.長さ23mを掘削 した．北から2.4mは，下に

別の本管が埋設されており，山砂が填圧されていたこ

れより南は，すべて近 ・現代埋土である．北から9m付

近より以南では．掘削範囲の東側で，幅10cm程度が辿梢

面となる地山であった．調査区東墜を観察すると，地表

下0.5~0.6mまで撹乱陪でその直下が地山土層であっ

た本来は，少なくともこの深さあるいはより浅い深

さで地山と辿梢が確認される．今回の掘削範囲で確認し

た辿梢而では，辿構・逍物は検出されなかった．

続いて．掘削域の北側からの南側方向へ掘削を進めた

が．掘削箇所北半では， 玉砂利層直下にレンガ片 （焼士

の可能性あり）を混入する褐色士陪が堆梢しており，近

世 ・近代陶器片の包含が確認された．

次に．南側から北側方向に向かって掘削を進めたが，

ガス管設協面まではすでに既設側溝設骰に伴う掘削がお

こなわれており包含層．辿構面は確認されなかった．

さらに本箭に交差設樅する引き込み管の埋設に伴うエ

事立会をおこなった．5月17日の掘削区域は5月14日本

管設四個所に隣接しているが，掘削深度 (120cm)は近

代辿物を含む褐色土！習の堆校深度内に納まっていたが，

辿棉は確認されなかった

最後に掘削区域の北側では表土下70cmより明黄褐色陪

の堆積が認められたが対象範囲からは造物 ・迫構の確

認はされなかった．
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図8 渡鹿地区2における調査地点配四図 (1/1000)
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写真67 作業風景（北より） 写真69 東壁土層断面（西より）

• c_ _--, 
#/ 

● •ヽ

? 
弔斤

写真68 オ屈削状況（南より） 写真70 明黄褐色層検出状況（西より）

第II章調査の記録
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II-6 京町地区 （図9参照）

1. （京町）教育学部附属中学校屋外トイレ新営機

械設備工事に伴う工事立会 (1901)

く調査期間＞

2019年4月15~17日

く調査面栢＞

44.5 (20.6) nf 

く調査員＞

士野雄投．

く調査概要・結果＞

教育学部附屈中学校グラウンド内に新設された．屋外

トイレヘの給排水設備新営に伴う工事立会である． 工事

の着手順に，汚水桝新営箇所を①，中学校体育館北西に

ある既設共同溝までを②．共同構iから新営建物までを③

とした．

①は．既設汚水桝南を1.2X 2.0m.地表下0.9m掘削し

た地表下O.lmで地山とみられる褐色粘質土を確認した

辿構 ・辿物の検出はなかった．

② aは， 0.6x13.5mを地表下0.7m掘削した地表下

0.23mで地山とみられる褐色粘質土を確認した ①の北

3.lm付近から迫梢の一部を検出したが良好な辿存状

況ではなく詳細は不明である

② bは．中学校体育館北西にある止水栓から② aに合

流する区間である．屋外 トイレの給水源である． 0.5X

3.5mを地表下0.5m掘削した現代埋土におさまり辿梢・

辿物の検出はなかった．

③ aは，共同溝から北へQ.5X6.3mを地表下0.66~0.68

m掘削した．共同溝の北2.0m付近から地表下0.15mで

現代栗石を検出したその周辺からは地表下0.38mで近

世埋土を確認したが大半は近代埋土であった．

③ bは． ③ a北端から西へ0.5X 12.4mを配管勾配を

確保するため西端で地表下0.46m.東端で地表下0.66m

掘削した地表下0.2mで近代埋土を確認したが．辿構 ・

辿物の検出はなかったこれ以上の掘削がないことを確

認して立会を終了した．

辿物は．弥生土器 ・須忠器 ・陶磁器 ・ガラスを少址出

土している．
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図9 京町地区における調査地点配置図 (1/2000)
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写真71 ① ・②網査区近景（南より）

写真72 ②a遺構検出状況（南より）

-
贔

• 一・

→ 

'- -
.・_' 
-. p． •ヽ -

;;t ̀, 
_,. ., 

.~‘• .. 
9 9 

t ,  
·櫨”“•

.,,..,.,r'. ・ __. ,. . ' • ..> . ・;,_. 
9 ° ；し ・．•

• ••,d ：つ・→99.9.. ・ • 
・.えご・・-‘‘. 9 • • 

・ え7.. ノン ・‘,'t，̀べぢ•. •:,,_, . ..,,.~ .．—． ：、- - 9... ． “し •・ • 今-‘

写真73 ②a遺構土層断面（東よ り）

2. （京町）教育学部附属中学校西校舎西側暗渠調

査に伴う工事立会 (1905)

く調査期間＞

2019年8月29日．

く調査面積＞

20.5面

く調査員＞

士野雄貨．

く調査概要・結果＞

9月4日

令和元年8月27日夜．教育学部附屈中学校敷地の外縁

擁墜から，降雨時に漏水が発生した．市道を越えて近隣

第Il章 調査の記録

の民家に到達するほどの水址であったという．この案件

を受け，熊本市教育委員会文化振興課の許可を得て8月

29日より実施された．漏水復旧のための緊急工事に伴う

工事立会である．

漏水したとみられる排水路は石梢暗渠である中学校

．匝校舎南を通る管路と．中学校体育館からの管路とが合

流した後中学校敷地外縁に沿って北上し排水される

構造になっていた．漏水地点は．排水路が敷地に沿って

北上する変化点付近であり，変化点の上流に破損個所が

あると想定された．

最初に，漏水地点から8.8mほど束．両管路の合流点

付近を掘削したところ，地表下0.4mで器コンクリート

を確認した．継ぎ目があって開けられるようになってお

り，盗を開けて11音渠本体を目視したこの付近では問題

なく流れているようであったが開口部より lmほど西

に進んだあたりで急激に下っており，破損個所を確認す

ることができなかった

そこで．漏水地点から2.2mほど東を掘削したところ．

同じく地表下0.4mでコンクリートを確認できたが現

代掘方に切られていたこの掘方内をさらに掘削したと

ころ．地表下0.7mで直径5cmほどの塩ビ被覆鉄管と．

もう 1枚のコンクリートが確認され．それが暗渠の盗だ

と判明した．鉄管掘方に切られた上面のコンクリートは．

管路保護のため敷設されたものとみられる．

暗渠器は， Il店渠本体の幅を超えて裏込めもしくは掘方

まで毅っており付近の裏込めは水流の影聾を受けてい

た本体の破損により溢れた水が頑丈な蓋に押し返さ

れて掘方内へ流れ込み，中学校敷地外縁の擁壁から漏水

したものとみられた

この結果を受け． 上而の保護コンクリートを撤去し｀

暗渠盗の露出を試みた．しかし最初に確認したような

継ぎ目がなかなか見つからず， 8.4X 1.6m, 東側で地表

下0.4皿西側で地表下0.7111を掘削して，ようやく暗渠

盗を検出したすべて現代埋土におさまる．

暗渠盗の中央付近を祈り．西側を目視したところ．暗

渠内に石材の転落を確認したそこで石材転落箇所の

上部付近をさらに祈ったがそのとき不意に恢雨に見舞

われ．暗渠内の水位の上がり方から．より下流側が詰

まっていることが確認できた しかし作業の継続は困難

になったため，後日改めて下流側の詰まり箇所を特定し．

掘削の有無を確認することとしてこの日の立会を終了

した

9月2日， 工事業者から，前回作業を中断した1開口部

よりII音渠本体を探杏したところ．前回の掘削部分西端と

擁槌の間に竪坑状のコンクリート製梱造物がありその



内部が土砂で埋没している状況を確認した．という迎絡

を受けたこれが淵水の原因であるとみられ．原因解消

のための工事立会を 9月4日に実施した

本体の石垣脱落箇所は．挑壁の東2.2m辺りである．

脱落石材は1点だけだったが，反対側の石材にも学みが

生じるなどの現況を呈していた．脱落した石材を元へ戻

し．隙間にモルタル充机などをおこなうことでとりあ

えず漏水は止められることを確認した．

続いて．竪坑蓋を確認するため，前回掘削箇所の西端

と擁墜との間を掘削したところ．地表下0.7mで竪坑の

藍を確認できた． 一部に亀裂が生じておりそこから土

砂が流入したことが竪坑音11埋没の原因とみられる．

続いて．竪坑から下手にある暗巣の位似を確認するた

め，竪坑盗の北脇1.3X 1.8mを掘削した地表下0.4mで

保護コンクリートを確認したが．地表下0.9mまで下げ

てもll音渠蓋を確認できなかったためそれ以上の掘削を止

めた．掘削は現代埋土におさまり．辿梢 ．逍物は検出さ

れなかった．竪坑疵を露出することで辿跡に影評を与え

る恐れはないと判断したため．残りの作業については槙

誼な作業を指示して立会を終了した．

なお後述する1919調査は本調査の成果を受けて実施

されている．併せて参照されたい．

写真74 調査区近景（北東より）

写真75 コンクリート製暗渠蓋検出状況 （東より）
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写真76 竪坑脇掘削状況 （東より）

3 （京町）基幹・環境整備（ブロック塀対策）エ

事（北東側）に伴う工事立会 (1916)

く調査期間＞

2020年1月20EI

く調査面積＞

61.3 (5.4) rrl 

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

京llり地区北東側小学校敷地と民家の境界に位悩する

プロック塀の補強を目的とした工事に係る工事立会を実

施した

施工範囲は東西に50mと長く．施工掘削深度によって

A~Dの4つのエ区に分かれる各工区に西から①～⑤

の位骰番号を付して試掘を実施した ①は1｛付属小学校

プールの南東隅にあたり． 1.6X0.9mの範囲を地表下1.2

mまで掘削した本試掘地点は，やや微塙地であるプー

ルヘの盛土斜而に相当し，掘削はガラス，小石滉じりの

現代埋土内におさまった ②はA工区とBエ区の接点に

位悩し， 1.1x0.8mの範囲を地表下0.8mまで掘削した．

全て現代埋土中におさまっている．③はBエ区の東側．

②から東に20.5mに位置する．l.2x0.8mの範囲を地表

下0.3mまで掘削したがいずれも現代埋土内におさまっ

た ④はCエ区の東端から西へ3.3mの距離に位骰する．

l.4XQ.9mの範囲を地表下0.7mまで掘削したが全て現

代埋土内におさまった ⑤はD工区の南端に位四し． 1.0

x0.9111の範囲を地表下0.5mまで掘削した．ガラスや煉

瓦片が出土するなど全て近代埋土内におさまっている．

以上，試掘調査成果により．掘削予定箇所はすべて現

代盛土内におさまる と判断したよって工事業者に掘fjlJ

に関する注意を指示して工事を進めさせた．辿構追物

は検出されなかった．

第1I章調査の記録
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写真77 B・Cエ区 （東より） 写真81 ②区掘削後状況（南より）

写真78 ①区重機掘削作業風景（南東より） 写真82 ③区掘削後状況（南より）

にヴ

写真79 ①区掘削状況 （西より） 写真83 ④掘肖l」状況（南西より）

写真80 ②区重機掘削風景（東より） 写真84 ⑤掘削状況（西より）

第1I章調査の記録



4. （京町）屋外排水設備（暗渠等）改修工事に伴

う工事立会 (1919)

く調査期間＞

2020年2月19日

く調査面積＞

18.l面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

京町地区の西隅に位骰するII音渠の改修工事である，

本事業は， 1905調査地点の項で記載したとおりの破損と

淵水があり ．正式に補修工事として93条1項を提出し，

施工したものである．

敷地の擁墜沿いに設悩されたII音渠は，終点が擁墜裏に

沿った竪坑となっており下部で外に排水されるように

なっていたしかしそれが不可能になったため，暗渠

を少し西側べ延長して枡を設け，枡からさらに既存の排

水管に接続する工事である．

最初に既存の11音渠から新しく配管を延長する部分を

掘削した．延長部分は階段状に一段高低差が生じるため．

暗渠との接続部がある高い範囲から掘削した．l.8X1.6 

m弱の範囲は．1)音渠の掘方と現代埋土であった既存の

賠渠は竪坑であるため．掘方は広く深かったまた，当

該地点は2方向を擁壁に囲まれる形で．擁璧の裏込めの

客土の範囲内である可能性も嵩かった．

このような状況から．延長部においても．辿物包含肘

や迫構面が検出される可能性は極めて低いことを確認し．

残りの範囲についてば槙重に工事を進めるよう指示して

工事立会を終了した

中学校校舎の南西側では．辿樅面が低くなるが，追構

は存在することが確認されている．今後．II]地形におい

て，台地縁辺のどこまで辿構が存在するのか注意を払

う必要がある

写真85 掘削作業風景（南東より）
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写真86 掘削状況（北東より）

第II章詞査の記録
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1I -7 新屋敷地区 （図10参照）

1. (新屋敷1)駐車場整備工事に伴う工事立会

(1906)

く調査期間＞

2019年9月19日

く調査面積＞

0.411rl 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

官舎跡地を駐車場として整備する事業である 敷地内

を鋤取りして平坦に狗し ． 粕算機を設'ii'i:. J乱囲にフェン

ス・ プロック基礎を配i対する工事である． この中で最

も深く掘削する工事が フェンス ・ プロック基礎の設邪t

であった このため， 最初に18箇所設附予定のフェン

ス・ プロック基礎のうち. 2カ所について工事立会を実

施することとした

官舎と付幣設1iill等の撤去の際に． 既に掘削している地

点もあるため． フェンスを設附する敷地北側の中で西

から3つ目（①地点） ． 東から3つ目（②地点）の地点

を選択した ．

①地点は. 0.5X0.5mの範囲を0.6mの深さまで掘削し

た ちょうどこの深さまでは現代埋土で直下が古代の

辿物包含附である ． 辿物が少し巻き上げられたのか 土

師器の細片が数点混入していた

②地点は 0.4X0.4mの範囲を0.6m の深さまで掘削し

た①地点より地表而が高くなっており， 本地点での掘

削は全て現代埋土内であった 東側の掘削には 深くな

らないように注意を促した

このほかの工事は現代埋士内で施工できると判断し ．

慎爾に施工するよう指示して ， 工事立会を終了した．

写真87 ①地点作業風景（南より）

第Il翌 調査の記録

写真88①地点掘削状況（南より）

写真89 ①地点掘削状況（南より）

写真90 ②地点作業風景（東より）

写真91 ②地点掘削状況（南より）
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図10 新屋敷地区における鯛査地点配置回 (1/400)

第Il章調査の記録
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II -8 新南部地区 （図11参照）

1. （新南部）基幹・環境整備（ブロック塀対策）

工事に伴う工事立会 (1918)

く調査期間＞

2020年2月10日

く調査面積＞

27.9 (3.4) rrl 

く調査員＞

山野ケン協次郎．

く調査概要・結果＞

新南部団地のプロック塀対策に係る工事立会を実施し

た新設ネットフェンスの基礎施工のための掘削で既

存プロックに沿ってA~Cの3エ区に①～⑦の7カ所の

試掘ト レンチを設定．調査した．

A区は団地北側入り口西側のフェンス沿いである．①

はA区壁西端に90x75cmの掘削を実施した掘削は全て

プロック塀設置時の基礎掘方辿土内におさまったまた，

地表下50cmでプロック塀のコンクリー ト基礎を検出した．

②はA区東端に80x80cmの掘削を実施し地表下40cm

で壁から60cm張り出したプロック塀コンクリート基礎を

検出したこの2か所のトレンチの試掘により他の試

掘箇所でも同様の状況を想定することができた．

B区は団地北側入り口東側のコンクリート塀沿いであ

る． ここではコンクリート塀の西端．中央屈曲部．束端

に約13m間隔で③～⑤を設定して掘削を実施したいず

れも80cm.x70cm程の掘削で．地表下35~45cmでA区と同

様のコンク リート基礎を検出できた．

c区は新南部団地西端のコンク リート塀南側に相当す
る．本区では西端（⑥)および東端（⑦)で45X45cmの

範囲を人力掘削により調査したいずれも地表下50cm

で塀の基礎を確認でき，施工上． これ以上の掘削の必要

は生じなかった

以上試掘の結果．いずれの区でも現行のコンクリー

ト基礎上に新規フェンス基礎を設置するための掘削に留

まるため， 工事業者に掘削に関する注意を指示し工事

立会を終了した辿梢｀追構の検出はなかった．

本調査地点北東のブロック塀沿いには，赤畑瓦が数十

点和まれた状態で放置されている．本煉瓦には「熊本監

獄製造」印が捺されておりこれらが第五高等学校（ま

たは中学校）の関わる明治20年代前半製造の赤煉瓦であ

ることが分かる．過去の調査では，黒髪北地区でのみ発

見されているが本煉瓦は薬学部の実習地の花壇縁石と

して利用するために持ち迎ばれたと考えられる

第Il章調査の記録

写真92 ①掘削後状況（北より）

写真93 ②据削状況 （南より）

写真94③掘削状況 （南より）

写真95③堀削状況 （東より）
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図11 新南部地区における調査地点配置固 (1/1000)

写真96 ④重機振肖lj作業風景 （南より） 写真98 ⑥ ・⑦掘削作業風景 （北東より）

写真97 ⑤掘削状況（南より）
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Il-9 益城地区 （図12参照）

1. （益城）パスルパワー試験場実験研究棟接地エ

事に伴う工事立会 (1908)

く調査期間＞

2019年11月1日

く調査面積＞

150111 

く調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

益城町に所在するパルスパワー試験場に実験研究棟接

地工事を実施すること となった試験場は．周知の埋蔵

文化財包蔵地内ではないが近接する二つの埋蔵文化財

包蔵地にはさまれた地点に位似しており．当該敷地での

今後の工事の参考となることも考駆して当センターの判

断で立ち会うこととした．

掘削地点は．試験場敷地の西端に近く ．15X10mの掘

削範囲のうち．北側を地表下約 2mまで掘削したすべ

て客土である．周辺地形の状況と．熊本空港設置に伴う

周辺地域の整備当時の話から， 当該地点は盛土による造

成をおこなっているようである．掘削底である地表下2

mで耕作土と考えられる土壌を検出した．造成前の旧

地表面であろう．迫構 ・辿物の検出はなかった．

写真99 作業風景（北東より）

写真100 北壁土層断面（南東より）

益城地区
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図12 益城地区における詞査地点配置図（1/2000) 
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JI -10 松島地区 (I図13参照）

1. （松島町）屋外給水管漏水修繕工事に伴う工事

立会 (1920)

く調査期間＞

2020年3月9日

く調査面積＞

21.4 (1.45)面

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

西田京平（」ぅ天草市教育委員会）．

く調査概要・結果＞

上天草市松島町前島に所在する沿岸域環培科学教育li）「

究センターの屋外給水管の漏水修繕工事に係る工事立会

を実施した前島は上天草市最大の島である大矢野島か

ら南へ約2Ianに位懺し． l均周囲3.8km.標高61.5mの小島

である．研究センターはこの島の西端部に所在する調

資地は標嵩20mに満たないやや小高い丘陵から悔に向

かってなだらかに下る傾斜地途中（標嵩約10m)に位骰

している．

1956年の坂本経尭氏による追物採梨によって前島辿跡

の存在が明らかとなり． 1963年より 1紺始された天草五橋

架橋工事によって貝塚と想定される部分が破壊を受けた

とされる（熊本県教育委貝会1968)．その後，取り付け

道路建設に際して1966年の熊本女子大学 （現熊本県立大

学）の乙益重隆氏教授を団長とする調査団による発掘閤

壺が実施されている．この際には少斌の縄文土器や石鏃．

自然貝類動物骨が発見されている 1995年には当セン

ター（当時は調査室） によって調査地周辺で小規模の発

掘調査が実施された この際基盤層と考えられていた

赤褐色土1柑中から山形押型文土器などの追物が出土し，

縄文時代早期の追物包含層が存在するこ とが確認された．

辿物として縄文時代早期の土器を中心に石鏃や磨石．石

斧砥石等の石器を得ることができたほか用途不明の

集石追梢を検出することができた．調査では，従来貝塚

と評価されていた混貝土）習が赤褐色土上より検出された

が本思からは近代以降の辿物が主体的に出土すること

から．これらが貝塚ではなく，近代の畑の肥料として散

布された貝が耕作土と混ざり， 貝塚として誤認されたと

想定した（小iIll編1995).

本調査では．熊本大学埋蔵文化財調査センターの調資

貝と上天草市教育委員会社会教育課の担当者と合同でエ

事立会を実施した．調査では先だって給水バルプ周辺を

掘削し．地下給水酋の位置を確定したそこから目的の

受水柏に向かって南北に長さ13.5m.幅25cmの調査区

を設定した．この調査区南端から東側へ約4.5mの位懺

にある受水柏のバルプ根元まで掘削範囲をイI•I.Iばし． 全体

ッ^／
 

ぷ
＼
 

｀
 

，
 

ヘ
’
 ，
 

ヽ

＇ 

｀
 

ヽヽ

＇ 
’
 

，
 
’
 
，
 

ヽ

，＇ ヽ
’
 
’
 
．`
 
＇ ，＇、

侭’•
｝ゞ心‘

{ ` 、9l r:: 

:̀:'̀:̀C .. ‘' ｀`呵J、-・-....., 9509-m'-v' 
／ 

／／
 

洵

＇ー 水i『島

前品

巾品

らト→`＇
し

． 
上島

9 _ ， 1し

沿岸域環境科学教育研究センター

海

‘ゞ,‘‘
 

。
50m 

図13 松島地区における調査地点配置図 (1/1000)
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がL字状の調査区を設定した調査では本調査区にA

~Dの4カ所の試掘トレンチを南北に設けて文化陪の確

認をおこなった．

Aトレンチは調査区北端に位置し．幅0.25m. 長さ1.1

mである．Bl、レンチは調査区北端から南に5mに位1位

し，幅0.25m,長さ0.7mである． Cトレンチは調査区南

端に位置し，幅0.25m長さlmである．現在の地表而は

AトレンチからCトレンチに向かって10~20cmほど緩や

かに傾斜している．各トレンチで土）習を確認したところ，

アスファルト下には礫混じりの整地土が30cm程堆栢して

おり，その下位に地表下0.4~0.45mで砂混赤褐色土）蜀を

検出した．

また．調査区南端，受水槽への傾斜部に位置するDト

レンチでは幅0.3cm, 長さ2.5mの範囲を掘削した．他の

l、レンチ同様に地表下0.4m程で砂混赤褐色土翔を検出

しており地表下0.5m以下では，より混じり気の少な

い赤褐色土府に漸移的に変化したまた，本土層は漸移

層も含めて東に向かって緩やかに傾斜していることが確

認できた．

A~Dいずれのトレンチでも赤褐色土府中に縄文時代

の土器片や辿梱などを検出することはできなかった本

工事の施工深度は地表下45cmであり，ほぼ赤褐色土形の

上而の掘削におさまることから， 工事業者に掘削深度厳

守の指示を出し．本工事立会を終了した．

本調査では過去の発掘調査で報告されている近代の耕

作土とされる滉貝土阿は検出されなかったまた．本調

査で検出した赤褐色土層が1995年に検出された縄文時代

早期の追物包含層とされる基盤層に対応するか否かの判

断は困難であった．堆積状況からは沿岸域環境科学教育

研究センターまで下る道路建設の整地の際に傾斜地の大

部分を削平していることが想定された．辿構．辿物の検

出はなかった．

” 
写真101 調査地遠景（北より）

第II章調査の記録

写真102 調査地受水槽付近遠景（北より）

写真103 重機掘削作業風景（北より）

写真104 水管引き入れ口掘削状況（南より）

写真105 トレンチA~C掘削状況（南より）
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写真106 トレンチA西壁土層断面（東より）

“ク・、

写真107 トレンチB西壁土層断面（東より）

写真110 トレンチD北槌土層断面 （南より

トレンチD掘削状況（東より）

（引用・参考文献）

小illl弘己編 1995「熊本大学槻蔵文化財調査室年報J
熊本大学埋蔵文化財調査室

熊本県教育委員会編 1968「熊本県文化財調査報告

島貝塚発掘調査j

2
 

↑il 

1

月

写真108 トレンチC西壁土屈断面（東より）

写真109

-2--i 
トレンチ0堀削状況（西より）

第Il章 調査の記録





1. はじめに一近代遺跡の調査について一

埋蔵文化財調査センター （以下，センター）では本

学各キャ ンパスにおける埋蔵文化財の発掘調壺を1994年

より実施してきた これまでに縄文時代． 弥生時代．古

墳時代古代中世． 近•|l!.. ， 近代の各時期の辿構 ・ 辿物

の調査事例が累梢している．このうちセンターにおいて

近代に1剥する追跡の調査事例は近年増1JI―l傾向にあり

（表 1)，年報や報告書，学会発表を通して，その成呆を

公表してきた（山野2018a).

文化庁は，平成10年6月の埋蔵文化財発掘調査体制等

の整備充実に関する調査研究委貝会における r埋蔵文化
財の把握から開発事前の発掘調査に至るまでの取り扱い

について（報告）」にて埋蔵文化財と して扱うべき造

表3 熊本大学構内遺跡の近代遺跡調査地点一覧表

地区名 遺跡名 ±:t也利用 ・施設の変遷

1887年官立第五邸等中学校
1894年官立第五位i等学校

黒嬰北
1949年熊本大学法文学部、理学it1i
l960年代より 教弁学部移動現在
l969年 正l"l・ 1i:硲記念館 （旧第五砧等学校本館）．

化学実験場が国の重桜文化財に指定

黒嬰IOf辿跡群
1906年 ‘面立 熊本悩等］濁業学校
l944年窮立熊本Jガ．菜l,I．l")学校
l949年熊本大学 工学部
l950年代半ばより 理学部移動現在

焦髪i中j
l994年 工学部研究沢科館 （旧熊本店等T．架学校機

械実験場）が国の重要文化財に指定

1998年本部 （旧熊本店只や が布形登

録文化財に登録

1901年県立熊本病院
]9別年熊本医利大学付属I呆I浣
1929年熊本医科大学

本荘北 1945年 空糾で大部分が焼失
本）主辿跡

)949年熊4ヴ大学 I戻学部現在
1949年～ l962年校舎を再建、城内二の丸から移転
、1998年 医学部山崎記念館 (In熊本1袋科大学1返l9,It餅i)

本i.［中 が有形益録文化財に登録

J912年私立熊本薬学['，（門学校

大tr．北
1925年官立 熊本梨学専l"J学校
1945年 空似で大部分が焼失
1949年熊本大学深学部現在

大il-．逍跡群
1888年 」こ兵第六聯隊兵裳 （敷地一部）

渡IJ¥!.l
1900年渡鹿辣兵場
ゆ15年空殺で一部が焼失
1974年渡鹿グラウンド現在

溜致期家老澤村家屈敷

1893年熊本衿常!':iii範学校

京町 京町台追跡
1898年熊本県師範学校
1914年 熊本県第一師範学校
1943年 1打立 熊本師範学校
l949年熊本大学教脊学部
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跡の範囲について原則を示している．すなわち 「①おお

むね中泄までに屈する追跡は．原則として対象とするこ

と」．続いて「②近世に属する追跡については地域に

おいて必要なものを対象とすることができるこ と」，最

後に 「③近現代の追跡については．地域において特に重

要なものを対象とすることができること」と定めている．

また これに加え 「埋蔵文化財とする範囲は～原則及び

基準は適宜合理的に見直すことが必要」 としている平

成10年時点の全国の統計によると．追跡の種別を問わず

時代の要素だけで埋蔵文化財と して取り扱う範囲を決め

ている地方公共団体は全体の54％である．そのうち近他

までの辿跡を対象としているのは74％で，近代までは

9 ％にすぎない（文化庁文化財記念物課 ・奈良文化財研

調査地点 近代泣跡の鯛査事例 文献

9406 薬英 年報 l

1360 第五沿；砕学校正l"l・本館 ・科学実験場煉瓦甚礎 年報20

1528 第1討：j笠学校厨房 ・浴室 報告,ヽ'f12 

1717 第五翡等学校石疸 年報24

1726 ・ 1727 第五硲等学校正l"I煉瓦甚礎 年報24

1735 逍路硬化ifi 年報2'1

1912 第五硲等学校第一教暉館媒瓦基礎 本，`IF

0102 艇桜6基 年報8

0')32 熊本秘等工菜学校l[l本館煉瓦基礎 報告杏8

9909 ・ 0203 報告'，'F6. l3 
熊本監狐 ・刑務所JJI場ド地

1309 ・ 1•118 年報9・ 21 

J3l0 畑瓦基礎 · エ友寮l対述栄石必礎•松）磁器、焼夷弾 年報20・ 21 

1361 熊本i¥9:j等工業学校機械実験場煉1[基礎 年報20

1429 ・ 1,130 
1436 ・ 1437 

熊本邸等：「業学校111本館煉瓦甚礎、火災痕跡 年報21

1724 熊本i関等工業学校特別試金至畑瓦基礎 ，，！冷U2'1 

1823 ・ 1903 熊本高等工業学校機械実験楊9未 lヽ磁構群 本苔

9601 ・ 9707 
仙崇寺II乃心地 .;松石 ・各種副非品

報告刊~4 ・ 9 

ll04 年報II

1425 ・ 1426 来石必礎 報i与,1112 

1504 県立熊本甜院建物基礎・陶磁器 報告,,(}12 

1708 建物甚礎 ・近 ・防磁器 年報汎

1706 廃発t．坑 ・建物払礎 報告杏 l5

1728 建物非礎 年報24

1806 ・ 1813 熊本深学・＼仰＇］学校姉瓦基礎 年報25

0819 焼夷ij!ii 報告笞 12

1801 練兵楊甚礎 ・畑瓦 年報15

9405 陶磁器 報告杏1

0721 近代土坑、陶磁器 報告杏5

1807 畑瓦構造物 ・畑瓦 年報25

第Ill章 黒髪地区における近代遥跡の調査事例
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;.-- II [＇；』- 、 一 •一，ー・ ・ ・ ・ ・ ・ー ・ ！） 

し •-..i —←-イ ;, t --Ji~r :: ::熊本硲等工業学校本館（現本部）

一、ぞfバ
で．芦

汽-ょ，三
I[．， G IB熊本麻等工業学校機械実験工場

ご： し［三；：三 fl 1;：二：;,::；：し館
三］三 il]``し勺ll1 1;：：:il:：;7校詞（現文1湘）

二 l-エ／土／二5」///

□ // = -~--．、，i'..』．、/※-ti!:--筵系を用:rn
g 恩

fl g > ， ゃFL ？ ？ 
1 :9406調究地点B-10区 2: 1528調査地点 3: 1360調査地点（l：②区 2：③区 3：①区） 4: 1912調査地点④

5: 1726 ・ 1727調査地点 6:1717調査地点（1：① 2：③） 7: 1735調査地点 s:0102調査地点 9: 1361調査地点

10: 1823調杏地点 11: 1903調査地点 12: 1429他調査地点 13:0932調査地点 11: 1724調査地点

15: 1310調査地点 (1:]]10-2区・n12区 2:ID9区 3：田 Iヽ・ 5区 4: V5区）

J6:0203調査地点 17:9909調査地点 18: 1309調査地点 19: 1418調査地点

図14 黒髪地区における煉瓦建築と近代遺跡の調査地点 (1/4000)

第m索 黒嬰地区における近代迫跡の調査事例
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究所編2010).

近代の迫跡の調査を実施するか否かの問題は．一つに

は考古学という学問の範囲に起因している．濱田耕作は

考古学の範囲について「後世文也記録等の文献的資料翡••

富にして，是のみを以ても略ぼ其の時代を研究するに充

分なる時代は主として歴史家の手に研究を委するを常

とす」と説明し近代の追跡について考古学の範囲に

含みながらも文献記録が幾臼なことからその中心か

らははずれるとしている（濱田1922)．また現実的な課

題として，近代の辿跡を調査対象とした場合，調査にか

かる骰用．時間が増加するという問題があるまた近

代辿梢が存在する場所は現在も継続的に土地が利用され

ていることが多く，迫構の検出深度も浅い．整備事業で

頻繁に調査が必要となることなどからも．調壺の実施に

ついては熟慮すべきである．

一方．1970年代以降には近代建築の有形文化財指定が

本格化し 1990年度からは国廊補助事業として「日本近

代化辿産総合潤査」が開始したこれを受けて近代化

辿産として幅広い建造物が有形文化財に指定されるよう

になった国の文化財保殿施策や制度が近代にまで展開

した上．これに先駆けた地方自治体における取り組みも

活発であった（清水 ・村上2007).2015年には 「明治日

本の産業革命辿産」が1せ界辿産に登録され，明治維新

150年にあたる2018年には全国各地で近代に関わる記

念事業などイベン トが実施されており近代辿跡への理

解が国民レベルで浸透してきたと思われる．

さて，熊本大学のキャンパスのうち，黒婆北地区は九

州で最初のナンバースクールである第五高中等学校（後

の第五后：j等学校）の敷地にほぼ相当する． また．南に隣

接する黒晏南地区は．熊本高等工業学校（後の熊本工業

専門学校）の敷地を含んでいる．このほか．本荘地区は

熊本医科大学付屈医院大江北地区は熊本薬学専門学校，

京llrr地区は師範学校の敷地にほぼ相当しているさらに

体育館やグラウンドのある渡鹿地区は戦前まで渡鹿練兵

場として利用されていた （表3)．このように熊本大学

の敷地は明治から昭和期にかけて熊本における近代教育．

医療軍事の中枢を担った学校あるいは施設の跡地であ

りこの地下に1l艮る追構や辿物は，少なくとも地域に

とって派要な辿跡であるといえるだろう．本i作では既往

の調究で確認された黒髪地区における近代迫構および辿

物について特記すべき調査成果を主としその概要をま

とめ．今後の参考汽料とする（図14).

2 黒髪北地区における近代遇跡の調査事例

黒髪地区は，熊本市街地の東側．立田山と白川に挟ま

れた平野部に位似している．このうち北地区は現在全

学共通棟法学部文学部教育学部の施設が建ってお

り，明治20年 (1887,以下必要に応じて和暦の後に歴年

代を記す）に開校した策五協等中学校 （後の第五高等学

校）の敷地をほぽ引き糾いでいる．梢内には明治22.23 

年に建てられた第五高等学校の正門．旧本館（現五閥記

念館）．化学実験場などの棘瓦建築が現存しており（写

真112-114)．これらはllf:J和44.iF(1969)に国の重要文

化財に指定されているまたこのほかにも化学実験場

西側にIn瓦斯製造機械室（現紺庫）．同実験場北側には，

物理学実験場跡地に性格不明の煉瓦構造物が現存してい

る（写真115・ 116)．これら建築に使用された畑瓦は．

当時熊本市手取本1町に所在した 「熊本監獄」の仏1人達に

よって製造された． 立III山の南西龍細川家の菩提寺で

ある泰勝寺の参道下に熊本監獄煉瓦製造所が設けられ，

明治21年から明治22年にかけて第五高等中学校の建造物

のための煉瓦を生産していたことが大学史や当時の新聞

に記録されている（五高創立七十周年記念会編1957.新

熊本市史編築委員会編1997)．平成28年度に実施した熊

本地震に係る練瓦等落下物の調壺では旧本館や化学実

験場の煙突の煉瓦の平部分に 「熊本監獄製造」印が確認

できている（山野2018b)．以下に黒髪北地区における

写真112

写真113

---ー、
ヽ→

こ
こ
↑
↓

-------―-_ 
-----. -
一＊ 

正門（南より）

1日第五高等学校本館（南よ り）

第1II章 黒槌地区における近代迅跡の調査事例
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写真114 化学実験場（北西より）

写真115 旧瓦斯製造機械室（西より）

写真116 物理実験場跡地煉瓦構造物（南東より）

近代追跡の概略を述べたい．

① 馬嬰北地区1360潤究地点 （図］4-3) 

2013年度耐底診断と基礎構造の把握のための工事に

伴う煉瓦建築の基礎部分の工事立会を 3カ所で実施して

いる（大坪編2015)．調査箇所は冗l'り（通称赤1"l)の西

側北壁旧第五if!j等学校本館の西側北墜．化学実験場の

南東角などである．調査範囲は矮小であったが，本調査

によって初めてこれら現存する煉瓦建築の地下構造を把

捏することができたいずれの基礎も．＇煉瓦が階段状に

積まれた「根稲み」構造を呈している （写真117~ll9).

この根栢みによって建物の自重を分散させると同時に．

第rn章 黒疑地区における近代遺跡の調査事例

写真117 正門煉瓦基礎検出状況（北より ：1360調査地点）

写真118 旧本館煉瓦基礎検出状況（北東より： 1360調査地点）

写真119化学実験場煉瓦基礎検出状況 （東より： 1360調査地点）

土との接地面を増やすことで耐震効果を増幅させている．

根梢みの段数は各梢造物で異なるがそのさらに下位に

玉砂利混じりのコンクリ ー ト基礎が据えられる点は共通

している．五高記念館には．第五高等中学校の開設時期

に竣下した建造物の設計図而が保管されており（麻生・

伊藤2013)．「第五悩等中学校側石割左撚図Jなどの図面

と実際の各梢造物の根税みの段数が一致した．注目した

いのは正1:"]の地上と地下の煉瓦の和み方の追いである

正門地上部分の煉瓦の梢み方は．横列に畑瓦の小口と長

手を交互に並べるフランス積みであるこれに対し地下

部分は小口列と長手列を上下に交互に梢むイギリス積み



であったフランス栢みは．外観が華やかな印象を与え

るという利点がある一方，イギリス積みに比べて耐従樅

造的に弱いという指摘がある（水野1999:p244)．明治 ・

大正期の鉄道用構造物の積み方の調査を実施した小野田

滋らの研究によれば． トンネルのパラペットやアーチ橋

の高梱といった目立つ部分にフランス和みを適用する傾

向がみられるという（小野田他1996)．正門は．来密を

迎える第五高等中学校の韻であることから．地上部分で

は娯観的理由からフランス積みを採用し地下部分では

梢造的理由でイギリス梢みを選択したと考えられる．

② 黒髪北地区1528調査地点（図14-2) 

2015年度黒髪北地区の教育学部西棟の改修工事に伴

う工事立会を実施した（松田編2017)．本調査区南東部

で地表下0.15mより．幅0.7m, 長さ4.5111にわたる煉瓦

基礎 (1号建物基礎）が検出されている（写真120)．ま

た，調査区西部では地表下0.2mより． 1.8X 5.3mの範囲

でL字形に並んだ煉瓦基礎 (2号建物基礎）が検出され

たこれら煉瓦には 「熊本監獄製造」印がおされており，

第五高等学校期のものであることが分かる． 「第五高等

学校一魏J（明治23年， 1890)の第五高等中学校全図と

辿梢の配置を照合したところ， 1号建物碁礎が厨房． 2 

号建物基礎が浴室に相当することが判明したいずれも

五高生の寮である「習学寮」に付随する建物で1890年1

月に竣工した煉瓦建物であった．煉瓦には 「熊本監獄製

造」印のほかに，カタカナ印や武田菱印． X印が確認で

きたこのうちカタカナ印については平成28年度に実

施した熊本地震による煉瓦等落下物の調査成呆と照らし

合わせた結果，イロハ歌の前半部分（「イ」から「レ」）

の文字が使用されていることが明らかとなっている（山

野2018b)．こうしたカタカナ印の類例は東京の小菅

集治監に関辿する海堡（野口他2015)などの建造物や奈

良少年刑務所の煉瓦において確認されている．その意味

は不明だが，囚人グループが製造した練瓦の品質箭理や

生産址把握のための沢任印である可能性が考えられる．

③ 黒愛北地区1717調査地点 （図14-6) 

黒髪北地区1717調査地点では，熊本地捉によってずれ

の生じた石垣の補修工事に伴う工事立会を実施した（大

坪編2019)．馬嬰北地区を囲っている現存の石垣の多く

は五糊時期のものとみられるただし．石垣同士の接地

面に隙間が多いなど．後枇の整備事業や部分的補修に

よって栢みなおされた箇所も少なくない．本調査では．

黒髪北地区南側石垣について8カ所の石材積みなおしを

実施した． 調査では使用された石材の法批や．石垣敷設

の際の掘方が確認できたまた，襄込めに使用された拳

大の礫に加え，まれに瓦や畑瓦片が混在している様子が

47 

写真120習学寮厨房煉瓦基礎検出状況（北東より： 1528調査地点）

写真121 石垣撤去状況（南より： 1717調査地点）

確認された（写真121).

④ 黒髪北地区1735調査地点（図14-7) 

馬嬰北地区1735調査地点では県道337号熊本菊陽線

の拡幅に伴い．北側歩道際にある花垢低木の抜根に伴う

工事立会を実施した （大坪編2019)．調査では低木の

抜き取り跡，地表下8~31cmより複数枚の硬化面を検出

することができたこの硬化而の由来について明治41年

(1908)～大正9年 (1920)にかけて設立された熊本軽

便鉄道の存在が想定できる．現在の県道337号線．当時

の県道大分往迎上には蒸気機関車が小型客車1両を牽引

する形態の鉄道が走っており．南千段畑ー上立田間の路

線内には「五高前」駅があった当時の地図を見る限り

駅舎建物は見受けられないが，検出した上位硬化面は．

軌道敷の路盤面に伴う可能性がある．

⑤ 黒髪北地区1912調査地点（図14-4) 

黒嬰北地区1912調査地点では屋外プール廻りのプ

ロック塀改修に係る工事に伴う工事立会を実施した（本

む：II硲参照）．プール南東角で地表下0.6mから 1 X 1 

mの範囲に南北に軸を持つ煉瓦基礎が検出された．本煉

瓦の表面には「熊本監獄製造」印が確認でき第五高等

中学校に関連する建物の基礎であることが分かる．「第

五高等中学校一罠jの第五高等中学校全図で確認したと

第IIl章 黒髭地区における近代遺跡の調査事例
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写真122 薬英検出状況（北より： 9406調査地点）

ころ．位1位関係から，本迫構が明治23年 (1890)に竣工

した木造平屋建ての「第一教師館」の煉瓦基礎であるこ

とが判明した．五高時期の校舎で木造建築に煉瓦基礎を

使用している例が考古学的に判明したのは初めてである．

明治～昭和初期．木造建築の基礎部分に練瓦を使用する

ことは頻繁にあり．熊本大学梢内の調査でも．黒漿北地

区1429他調査地点では1908年に竣工した「熊本高等工業

学校旧本館」，大江北地区1806調査地点では1925年に竣

工した 「熊本薬学専門学校薬化学動植物科学実験室」 が

いずれも上屋は木造であるのに対し基礎に煉瓦を使用し

ていたことが確認されている （大坪編2018).

⑥思嬰北地区9406調査地点 （図14-1) 

1994年度には， 黙愛北キャンパス北西に広がる武夫原

運動場への集水桝埋設工事に伴う工事立会を実施してい

る．計12か所のトレンチのうち最北にあたるB-10区で

は地表下約1.3mより．薬英が47点折り重なるようにし

て検出された （写真122)．薬英は「マルティニ ・ヘン

リー銃」の薬茨で．いずれも限針痕があり，ボディには

布片が充填されているまた．弾頭は確認できず．銃の

装狼訓練用の擬製弾と想定される． 五高時期に使用され

たものと考えられるがその詳細については別稿にて述

べたい．

3.黒髪南地区における近代遺跡の調査事例

焦嬰南地区は，黒髪北地区の南に県道337号線を跨い

で隣接する．その敷地は明治39年 (1906)，給五高等学

校工学部が独立して設立した熊本高等工業学校の敷地を

包括する．太平洋戦争下の昭和24年 (1944)には専門学

校令が見直されたことに伴って熊本工業専門学校に改

められ．戦後，昭和24年 (1949)に熊本大学の設骰に伴

い，熊本大学工学部に移管されたこの問敷地は徐々

に拡充し．現在では大学本部． 工学部．理学部の校舎が

立ち並んでいる．本区構内の近代建築として，煉瓦造り

第田章 黒髪地区における近代遺跡の調査事例

の旧熊本邸等工業学校機械実験場 （現工学部研究贅料

館）や鉄筋コ ンクリ ート造りの1日熊本高等工業学校本館

（現本部）があり前者が平成6年 (1994)に国の重要

文化財に指定され，後者が平成10年 (1998)に登録有形

文化財に登録されている （写真123・ 124)．このほか

諌瓦造りのも':I車（現文書館）や鉄筋コンクリ ート造りの

旧標本館 （現黒嬰南C1)が明治 ・大正期の建築として

現存する （写真125・ 126)．以下に本地区の近代の調査

事例を概説する．

① 黒愛南地区1310調査地点（図14-15)

黒嬰南地区の理学部等周辺道路部分ではライフライン

再生工事に伴う発掘調査を実施した （大坪編2015)．辿

跡の主な時期は縄文時代および奈良 • 平安時代であった

が狭い範囲で近代に関わる追構・追物を発見している．

理学部4号館の東側道路部に位悩するm4. 5区では近
代の栗石基礎を検出した（写真127)．主軸は北で53゚東

に傾いており．栗石には拳大の円礫が使用され，その円

礫の間には細かい川砂が散布されていた．「熊本高等工

業学校一嬰g』の熊本高等工業学校平面図と比較したとこ

ろ．本調査地周辺には熊本高等工業学校の学生寮である

「エ友寮」が設置されていることが分かった エ友寮の

東寮は明治44年に竣工しており発見された栗石基礎は

大正3年に竣工したエ友寮西寮に付属する炊事場の基礎

に相当することが分かった． 2019年度の1921調査地点で

も狭溢な調査区から栗石基礎が確認されており，こちら

はエ友寮東寮の基礎と推定される （本魯第11章）．

また．m 5区から北に15mの位置にある皿3・ 9区で
は近代の土坑の中から大羅の陶磁器が発見された （写

真128)．当初は持ち婦らず現地にて廃棄する予定であっ

たがこの中に 「エ友寮」と描かれた小碗が確認できた

ことから本土坑内の辿物の多くを取り上げ保管するこ

ととした多くは銅板転写技法を用いた磁器で，明治20

年代以降のものと思われる．筆による染付磁器はごく少

掘で近代における磁器の大量生産化と消骰地におけ

る利用状況の実態を知る上で貴直な資料となりえる．こ

のほか本調査地点の北東端のII10-2区およびII12区

では， 上部に煉瓦片を伴う栗石基礎を検出しているが，

その由来は不明である （写真129).

さらに V5区では．地表下約2mのヒューム管廃土

中より，第二次批界大戦時の焼夷弾が見つかっている．

焼夷弾は長さ47cm,断面六角形の節形で．M69焼夷弾だ

と推測できる． 片側端部に信管が付いており．箇先端は

落下時の衝黙で歪んでいた．昭和20年 (1945)7月1日

に． B29の焼夷弾攻撃により．熊本市街地は大きな被害

を受けた．管見の限り大戦時熊本高等工業学校が焼



写真123 旧熊本高等工業学校機械実験場（北東より）

_＿＿＿ 
写真124 旧熊本高等工業学校本館（北より）

写真125 旧熊本高等工業学校書窟（南西より）

夷弾攻繋の被害を受けたという記録はない．本質料はど

こからか運ばれてきた焼夷弾の筒が後世になって廃土

中に滉じったものと考えられるなお焼夷弾の中身の

ナパーム剤は残存しておらず，熊本県北密察料と自衛隊

の許可のもと取り上げを実施している．焼夷弾は．白川

をIli]に挟んで対岸に位骰する渡鹿地区でも出土例がある．

体育館の耐震改修工事などに伴う発掘調査（大江地区

0819調査地点）において焼夷弾3点が発見されている

（大坪編2017)．渡鹿地区は明治33年 (1900)から渡鹿練

兵場として利用されており．敷地の一部は昭和20年7月

1日の焼夷弾攻撃を受けたという記録があり．辿物はこ
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写真126 旧熊本高等工業学校標本館（北より）

写真127エ友寮炊事場粟石基礎検出状況（北より ：1310調査地点）

写真128 エ友寮関連追物出土状況 （東より： 1310調査地点）

写真129 栗石甚礎検出状況（南より： 1310調査地点）

第Ill章 黒嬰地区における近代迫跡の調査事例
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写真130 I区煉瓦基礎検出状況（北西より： 1429他調査地点）

写真131 I区コンクリート基礎掘方内瓦礫検出状況（南より：1429他調査地点）

の際のものだろう．上記骰料も含めて今年度刊行予定の

発掘調査報告書で詳細を述べることとする

② 黙愛南地区1429他調査地点（区114-12)

2015年度には黒髪南地区の本部改修に係る工事に伴う

発掘調査を実施した本部周囲からは煉瓦・コンクリー

ト基礎が広い範囲に検出された大学史を確認したとこ

ろ．これらは明治41年 (1908年）に竣工 した熊本高等工

業学校の初代本館の基礎であることが判明した初代本

館は木造2階一部31偕建てで，事務室や実験室階段教

室等を持つ重要な施設だった．しかし．大正11年 (1922)

の火災によって建物が全焼し．大正14年 (1925)に現

在の鉄筋コンクリート造りの校舎が新設されたという経

緯があるこの火災の様子は当時の地方紙や全国紙にも

掲載されており．大学や地域にとって重大な事件であっ

たことが分かる（九州日日新聞1922).

当センターでは検出した基礎と．これに伴う辿物が地

域紙や大学史にとって特に重要である と判断し．熊本県

や熊本市との協談の結果近代辿梱について発掘調査を

実施する運びとなった本部西側の I区では建物西壁に

沿って南北約6mに煉瓦基礎が検出された（写真130).

また．建物槌際では現在の建物西壁に沿うようにして

某礎掘方埋土中から大屈の煉瓦とコンクリート破片が散

第rn章 黒髭地区における近代遠跡の調査事例

写真132n区熊本高等工業学校初代本館甚礎検出状況 （北より '1429他調査他点）

写真133IV2区建物内独立柱基礎検出状況（南より：1429他調査地点）

在した状態で検出された（写真131)．これは現在の建物

を建てる際に初代本館の煉瓦 ・コンクリート基礎を破砕

し，基礎掘方内へ廃梨した状況と椎察できる 一方， i汝

も広い調杏区である本部南側のII区からは東西方向に

17.2mの範囲で煉瓦基礎が検出された（写真132)．一部

南側へ東西約1.8mの張り出し部が確認できたほか，北

側には 1辺0.7111の独立基礎を掘方のみの辿構も含めて

6碁検出できた初代本館の復元研究をおこなった磯田

桂史の作成した平而図と照合したところ（磯田 ・伊藤

2009)．これらの基礎が初代本館の建物中央部南壁．階

段そして室内の柱の基礎であることが確認できたま

た本部の床下にあたるI¥I2区では． 4つの独立柱基礎

が良好な状態で検出されている（写真133). II ・ N区の

煉瓦周囲または煉瓦直上の毅土には灰や炭が混じってお

り．その中からは熱を受けて変形したガラス片や炭化し

た木材片．鉄釘など初代本館の部材が見つかったほか

陶磁器硯．ガラス実験器具片，陶製碁石が出土した．

発掘調査の成果により．校舎の建築．焼失．建替えの

3つの時期の様相を追うことができた大正12年(1923)

9月1には関東大震災が発生したことにより煉瓦建築が

減少條向となり．全国的に鉄筋コンクリートの建築が普

及する．初代本館の焼失から現本館の竣Jこの間に大きな



写真134 土坑墓群検出状況（南より： 1309調査地点）

写真135 旧区西側煉瓦基礎検出状況（南より： 1724調査地点）

地従をはさんでおり．こうした火災．地震といった災害

に弛い梢造の校舎が建てられた経綿がうかがえる（以上．

山野2018aを引用 ・一部改変）．

③ 黒髪南地区1309他調査地点（図14-16~19)

黒髪南地区の南西に位置する国際先端科学技術研究拠

点施設周辺では．建物の新設に伴い発掘調査が実施され

てきた (9909・ 0203 ・ 1309 ・ 1418調査地点）．このうち

2013年度に実施された黒婆南地区1309調査地点の調査区

東側では地表下約2.5mにおいて，南北に主軸を持つ100

基を超える近代土坑墓が検出されている（写真134.山

野 ・柴田編2018)．土坑硲はほぼ全て円形プランで，検

出面からの深さが約1.8mであった人骨はその底部に

座葬の姿勢で埋葬されていた．土坑埋土中には木材や植

物繊維が残存している例があり．鉄釘も埋士中に検出さ

れたことから早桶や木棺が埋葬施設に用いられたと考

えられる大学の所管関係汽料や地図，文献と出土辿物

の内容などから．本土坑袋群が明治39年から昭和20年頃

の熊本監獄 ・刑務所の囚人の墓であることが判明してい

る現在．本調査地南側には「熊本刑務所之廟」が隣接

しており．明治14年 (1881)建立の石碑などから明治

13年頃には調査区周辺が熊本監獄の埋葬地として利用さ

れていた可能性が高い取り上げられた134体の人骨の
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写真136 ill区東側煉瓦検出状況（北より： 1724調査地点）

---r←・-→で≫呵、江罪戸m叫
写真137 遺構完掘状況 （南より： 0102調査地点）

うち埋葬人骨の約9割が男性であり当時の囚人の男女

割合と墜合性が取れている．

熊本県のみならず．全国的に近代の秘の調査例は少な

＜．監獄・刑務所の調査は稀有である．本調査地点の成

果は，囚人墓という特殊な墓の実態を知る上でも近代

の埋葬方法の変遷過程の実情を知る上でも巫要である．

④ 黒髪南地区1724調査地点 (I図14-14)

1724調査地点では，熊本地震で被災した工学部1号館

の跡地への校舎新設工事に伴う発掘調究を実施した （大

坪紺2019)．東西約100mの調査地点の東半に相当するm
区では．煉瓦基礎が西と東の 2か所で検出されている

（写真135・ 136)．西側のA地点では南北に主軸を持つ．

幅0.9mの煉瓦基礎が南北約2.5mにわたり確認された．

また． m区東端では地表下0.2mより．南北に主軸を持
つ煉瓦基礎が4X4mの広範囲に検出された．「熊本高

等工業学校一度!Jの熊本高等工業学校平面固と照合した

ところ．本畑瓦基礎は1908年に竣工した「特別試金室」

の基礎であると考えられる特別試金室は，採鉱冶金学

科の実習を実施していた施設で，建物内には烙炉など”

金屈鉱石に係る様々な装置が敷設されていた．建物は平

屋建て煉瓦造りで建物東側にはポイラー用の煉瓦造り

煙突が付随していた． m区東端で検出された煉瓦基礎は．

第m音 黒髭地区における近代遺跡の調査事例
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南北軸の煉瓦基礎の東側に連結した煉瓦基礎が張り出し

ていることから．建物東壁とボイラー煙突1t:i側に当たる

基礎であると想定できる．

⑤ 黒炭南0102調査地点（図14-8) 

0102調査地点では．基幹 ・環桜整備工事に伴って発掘

調査を実施した．調査区の北半では東西方向に 3条南

北に2列．計6基の長方形の坑が検出されている（写真

137)．幅 1m.長さ5.5-6 m. 深さ lmで．小口側に

3段ほどの階段状の掘方を持つことから暫壕と考えられ

るが．辿物の出土もなく，時期など詳細は不明である．

本地点周辺は巡動場として昭和3年 (1928)に熊本高等

工業学校の敷地に取り込まれているが．それ以前は民家

の敷地であった太平洋戦争前後の軍事派習などで使用

した暫桜の可能性もある．

⑥ 黒愛南1823・ 1903調壺地点（図14-10・11)

l823 ・ 1903調査地点では．熊本地震により被災をうけ

た工学部研究骰料館の基礎構造補強に伴う工事の工事立

会 • 発掘閥査を実施している （本魯 Il 浮） ． 工学部研究

資料館は，熊本高等工業学校時代の機械実験工場である．

1903謂壺地点では．建物内部壁基礎の周囲を掘削したと

ころ，床下に近代の追構群を検出したすなわち柱掘

方 ・旧ボイラー煙道束石基礎．床下碁礎．階段基礎．

機械基礎などである検出状況から，建物の建築時機

械搬入II寺．床面張替えに伴う改修時の3つの段階の椋相

を復元することができるまた．1823調究地点では建物

西側の小賓料室およびミ ーティングルームの各内槌に

沿った掘削を実施し．前者ではIEIポイラー基礎および煙

道を検出した．・歴突はすでに撤去されて存在しないが

これに係る地下施設は地下で保存された状態にあった．

煙道には耐火煉瓦が使用されており．既往の大学梱内調

査はもちろん熊本県下でも出土例の少ない狩料として設

韮である．

4.おわりに

以上．熊本大学黒髪地区における近代の追跡の調査成

果について概観した．黒髪北地区では第五高等学校に係

る石垣や煉瓦建築の調査．黒髪南地区では熊本麻等工業

学校に係る煉瓦建築，工友寮関辿建築 ・辿物，熊本監

獄・刑務所の泌地などが発見されている．

熊本大学の敷地は．明治から現代にわたり教育機関の

学び舎として長く活用されてきた明治維新後．近代化

の波の中で諸外国と張り合えるよう．高い教殺を持ちつ

つ．各種実務をこなし指淋できる専1111性を持った人材の

育成に．第五麻等学校という教育機l及lが大きな役割を

持ったまた．日梢 ・日露戦争を経て．急速に発展する

第1Il索 黒髭地区における近代遠踪の調査事例

近代産業の従事者を育成するために熊本高等工業学校が

大きな一躍を担っていたこれら先人の営みの痕跡であ

る大学構内の辿構や辿物は地域にとってとくに並要な埋

蔵文化財である．

文献資料の乏しい時代と比較すると．近代辿跡は当

時の文献や地図と検証することでその歴史について補完

できるという優位点がある追跡から出土した辿構や辿

物という骨格に，文献記録という梢報が肉付けされ．よ

り生き生きとした具体的な歴史を復元することが可能と

なるまた．辿跡の状況と文献の記載との整合性が取れ

ない場合もありその意味を考察することも重要である．

埋蔵文化財調介センターではこれまでに近代の辿跡の展

示を細続してllP.J1胤してきた．2016年度の迷報展では

rRENGA一辿跡から見えた近代ー」と題し．近代の煉

瓦建築に焦点を当てた展示を開催している．観立者の反

応は様々で縄文時代のような古い時代にロマンを感じ，

探求心を持つ方が多い一方で．近代の話に熱心に耳を傾

け．質問し．往II寺の生活を語る方々が多いことに気づか

される．近代という時代は自身や家族も含めて身近な

時間軸にあり現在の土地利用の延長線上にあるため．

来館者の琴線に触れやすいのであるまた近代辿跡の

データは．学間的にも建築学や歴史学などの分野に寄与

するところが大きい．現状．全ての近代辿跡の調査を実

施することは困難であるがその辿構や辿物の由来を把

握し．調査方法などを吟味した上で．必要な梢報を記録

採存していく必要があるだろう．

（文宜：山野）
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埋蔵文化財調査センターは．1994年より実施している

熊本大学構内辿跡の調究成果やその重要性について 生

涯教育での活）flを目的とし，屎示などの活動を通じて大

学内外に発侶している

本センターでは， 2013年よりセンター 1階の展示室で

の企画展示を実施している．7回目となる2019年度の企

画展示では黒髪キャンパスにおける既往の調査成果をま

とめた特別展示を開催した．このほか列記する以 Fの

イベン トなどを通して文化財の活用事業を実施した．

1.特別展示 「黒髪のむかし展J
く開催期間＞

2019年11月1日 （金） ～2020月4月24日 （金）

く開催場所＞

埋蔵文化財調査センター展示室

＜概要＞

焦髪キャンパスでは発掘調査によって縄文時代．古代

（奈良 • 平安時代）．近代の注目すべき調究成果が見つか

りました．縄文時代の辿跡からは縄文人骨の伴う配石硲

や，土器 ・石器などの廃梨場が発見され，河洋段．Ii上に

縄文時代の集落が存在したことをうかがい知ることがで

きます．展示では上器や石器などの実物に加え．これら

をイラストや模式図を使って解説しました．

来場者からは，「熊大の下にこんなにいろんなものが

埋まっていることにびっくりしました」や「熊大 ・黒髪

の地は多くの人々の一生懸命に生きてきた大切な場所だ

ということに気づかされました」などのご意見を頂きま

した 2019年11月8日には展示説明会を実施し.20名の

来場者がありました展示I}t-liIt期間中に学内外から約

160名の来場者がありました

写真138 特別展示の解説の様子

2 熊本市歴史ウォークヘの協力

く開催期間＞

2019年4月211::l（日）

く開催場所＞

狸蔵文化財調査センター．黒髪南キャンパス

＜概要＞
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熊本市教育委員会文化振興課が主佃したイベント「熊

本市歴史ウォーク」に協力しました

黒裳周辺を巡るコースの中に黙愛南キャンパスとセン

ター展示至の見学を組み込み．縄文時代追跡と近代の陳

瓦建築を中心として解説をおこないましたイベントに

は約40名が参加されました

.h●IU,.. 

写真139 熊本市歴史ウォークの展示説明の様子

写真140 熊本市歴史ウォークの縄文遥踪説明の様子

3 日韓新石器時代研究会での資料見学会

く開催期問＞

2019年7月14日 （日）

く開催場所＞

熊本大学文学部棟

第N章 文化財活用活動の記録
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＜概要＞

「日韓新石器時代研究会」において熊本大学構内辿跡

黒髭南地区1310調査地点で出土した縄文時代後期の土器

賓科の見学会を開催しました．

写真141 日韓新石器時代研究会資料見学会の様子

4. 熊本大学オープンキャンパス2019

く開催期間＞

2019年8月3日（土）

く開催場所＞

埋蔵文化財調査センター展示産

＜概要＞

熊本大学を紹介するオープンキャンパスでは高校生

や保談者に対して埋蔵文化財調壺センター展示室を開

放し．構内辿跡と調査成果 ・文化財保活動の様子を紹介

しま した．42名の来場者がありました．

写真142 オープンキャンバスの様子

5 ホームカミングデー2019

く開催期間＞

2019ij::10月27日 （日）

く開催場所＞

黒嬰キャンパス．埋蔵文化財調査センター展示室

第1V章 文化財活用活動の記録

＜概要＞

熊本大学の卒業生を1サ校に迎えるホームカミングデー

では黒髪キャンパスの正門など煎要文化財 2カ所と．

4つの発掘調査地点を巡り．埋蔵文化財調査センターで

展示をご買いただいた 10名の参加者がありました

写真143 ホームカミングデーの様子

6 授業協力

く日時＞

2019年4月23日（火）

く内容＞

木下尚子先生（文学部） 史学概論

＜概要＞

熊本大学文学部で開かれた共通教育の授業で4班に分

かれて黒髪南地区の過去の発掘調査地点と埋蔵文化財調

査センター展示室を巡りました受講者は学生60名でし

た．
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LSummary | 
The number of investigations in the fiscal year 2019 is 
the following: 3 excavation. 19 presence investigation. and 1 
independent investigation. The main results are the followi.i1g. 
At 1823. 1903 excavation spots in the Kurokamimachi sites 
(south area). we excavated the site before the performing tl1e 
Reinforcement of foundation structure of Engineering School 
Museum. This museum is the Kumamoto Technical High School' 
s Machine Laboratory that completed in 1908. We discovered 
pits for erecting posts. the flue of old boiler. the basis of footing 
floor posts, from under the floor. It is possible to restore the 
building architecture andしheemplacement of machine. the 
state of renovation from tl,e detection status of tl1e remains. It is 
important that we discovered a variety of a fire brick from tlle 
boiler because of it is rare in Kumamoto. 
At 1904 excavation spot in the Honjo site (north area). we 
excavated the site before performing environmental improvement. 
・we had to excavate because tl1ere were many works with a deep 
construction depth. such as the installation of a porous measure. 
We discovered road in Edo period and Modern period. ditch and 
pit buildings in Heian period on tl1is su1vey. This survey continues 
until next year. and it will complement出eprevious s1u・veys and 
provide new data. 
At 1911 excavation spot in the Honjo site (central area), we 
excavated tile site before performing tl1e lifeline renovation. The 
survey mainly focused on the soutl1 road part of tlle Area. We 
discovered pits. pit buildings. ditch. road from Kofun period to 
Heian period. and fundamental of building of Modern period on 
tl1is survey. Although the survey of lifeline has a nru-row survey 
range. it is possible to understand tl1e soil accumulation status in 
a wide range. This sw-vey continues until next year. in the future. 
we will be able to obtain useful data for advancing sLu・veys in tl1e 
surroundlng area. 
By the end of this fiscal year, almost aU the surveys for the 
buildings tbat were damaged by the Kumamoto earthquake have 
been completed. We would like to organize the results of these 
surveys and run into future sw-veys. 
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I付篇1 2019年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織 I 

1.熊本大学埋蔵文化財調査センター規則 (RZ.2.28~)

（趣旨）

第1条 この規則は，熊本大学学則（平成16年4月1日制定）第9条第2項の規定に基づき熊本大学埋蔵文化財調査

センター （以下「センター」という．）に関し必要な事項を定める．

［熊本大学学則（平成16年4月1日制定）第9条第2項］

（設樅目的）

第2条 センターは．熊本大学（以下 「本学」という．）に所在する追跡を発掘調査するとともに．出土した埋蔵文化

財を記録研究．保存及び活用しもって本学の教育研究に窃与することを目的とする．

（業務）

第3条 センターは．次に掲げる業務を行う．

(l) 埋蔵文化財調査の実施計画の立案及び実施に関すること

(2) 出土した埋蔵文化財の整理 ・研究．保管及び保存に関すること．

(3) 文化庁等に提出する報告書の作成に関すること

(4) 埋蔵文化財に係る考古学的知見等に基づく教育に関すること．

(5) その他センターの目的を達成するために必要な事項

（職員）

第4条 センターに．次に掲げる職員を似＜．

(l) センター長

(2)専任教員

(3) その他必要な職員

（センター長）

第5条 センター長の選考は本学の専任の教授のうちから第7条に規定する委員会の推戦を受けて．学長が行う．

2 センター長は．センターの業務を掌理する．

3 センター長の任期は．2年とし．再任を妨げない．

4 センター長に欠貝が生じた場合の補欠のセンター長の任期は前項の規定にかかわらず．前任者の残任期間とする．

（恵任教員）

第6条 専任教員の選考は． 熊本大学学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会の意見を聴いて．学長が行う．

2 恵任教員の選考に関 し必要な事項は別に定める．

（委員会の設置）

第7条 センターの管理運営に関する事項を徘議するため．熊本大学埋蔵文化財調査センター述営委員会（以下 「委員

会」という．）を骰＜ ．

（委員会の組織）

第8条 委員会は次に掲げる委員をもって組織する．

(1) センター長

(2) センターの専任教員

(3) 大学院教育学研究科から選出された教授又は准教授 1人

(4) 大学院人文社会科学研究部から選出された教授又は准教授 2人

(5) 大学院先端科学研究部から選出された教授又は准教授 2人

(6) 大学院生命科学研究部の医学系又は病院から選出された教授又は准教授 1人

(7) 大学院生命科学研究部の保健学系及び薬学系から選出された教授又は准教授 各1人

(8) 発生医学研究所．生命資源研究 ・支援センター又はヒトレトロウイルス学共同研究センターから選出された教授

又は准教授 1人

(9) 施設部施設菅理課長

(10) その他センター長が必要と認めた者 若干人
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2 前項第3号から第8号まで及び第10号の委員は，学長が委l屈する．

3 第1項第3号から第8号までの委員の任期は， 2年とし再任を妨げない．

4 第1項第3号から第8号までの委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は前項の規定にかかわらず，前任者

の残任期間とする

5 第1項第10号の委員の任期は，学長が委l屈の都度定めるものとし再任を妨げない

（委員会の審議事項）

第9条 委員会は，センターに関する次に掲げる事項（熊本大学学I*]共同教育研究施設等の人事等に関する委員会規則

（平成16年4月1日制定）第3条に定める事項を除く ．）を徘議する．

［熊本大学学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会規則（平成16年4月1日制定）第3条］

(1) センターの業務に関すること．

(2) センター長候補者の雅應に1如すること．

(3) 施設及び予算に関すること．

(4) その他センターの管理運営に関すること．

（委員長）

第10条委員会に委員長を悩き，センター長をもって充てる，

2 委員長は，委員会を招集し，その識長となる．

3 委員長に事故があるときは．委貝長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する．

（議事）

第11条 委員会は委貝の過半数が出席しなければ談事を開き．謡決をすることができない．

2 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，謡長の決するところによる．

偉見の聴取）

第12条 委員長は必要があるときは．委貝以外の者を委貝会に出席させ，意見を聴くことができる

（事務）

第13条 センター及び委員会の事務は．施設部施設企画課において処理する．

（雑則）

第14条 この規則に定めるもののほか，センターの巡営に関し必要な事項は．センター長が別に定める．

附貝1j

1 この規則は．平成23年10月1日から施行する．

2 国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調贅委員会規則（平成16年4月1日制定）及び熊本大学埋蔵文化財調査室要項

（平成16年4月1日制定）は，廃止する．

3 この規則施行後．最初に任命されるセンター長は第5条第1項の規定にかかわらず，この規則により選考された

ものとみなす．

4 この規則施行後最初に任命されるセンター長の任期は．第5条第3項の規定にかかわらず，平成25年3月31日ま

でとする．

5 この規則施行後最初に委嘱される第8粂第1項第3号及び第4号の委員の任期は．同条第3項の規定にかかわら

ず．平成25年3月31日までとする．

附則（平成24年12月27日規則第142号）

この規則は，平成25年4月1日から施行する．

附則（平成27年3月13日規貝l」第94号）

この規則は．平成27年4月1日から施行する．

附則（平成28年2月5日規則第9号）

この規則は．平成28年4月1日から施行する．

附則（平成28年3月1日規則第30号）

この規則は．平成28年4月1日から施行する

附則（平成28年9月23日規則悌404号）

この規則は，平成28年9月23日から施行する．

附則（平成29年3月31日規則第153号）
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この規則は．平成29年4月1日から施行する．

附則 （平成30年3月22日規則第177号）

この規則は．平成30年4月1日から施行する．

附則（平成31年3月28日規則第264号）

この規則は．平成31年4月1日から施行する．

附則 （令和2年2月28日規則第14号）

この規則は．令和2年2月28日から施行する

2. 2019年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 埋蔵文化財調査センター組織

くセンター長＞ （併 ・大学院人文科学研究部教授）

く専任教員＞

く技術補佐員＞ （2017年4月～）

く事務補佐貝＞ （2019年7月～10月）

(2019年12月～2020年3月）

＜室内作業員＞ （2019年4月～2020年3月）

(2019年5月～6月）

2 埋蔵文化財調査センター運営委員会

委員長 伊藤正彦 （埋蔵文化財調査センター長） 任期

委員 小畑弘己 （大学院人文社会科学研究部教授）

神野 雄二 （大学院人文社会科学研究部教授）

平田 元 （大学院法曹迷成研究科教授）

望月 伸竜 （大学院先端科学研究部准教授）

伊東 龍一 （大学院先端科学研究部教授）

福田 孝一 （大学院生命科学研究部医学系教授）

米田 哲也 （大学院生命科学研究部保健学系准教授）

渡遊 高志 （大学院生命科学研究部薬学系教授）

古嶋 昭t戦 （生命骰源研究 ・支援センター）

ER鍋和仁 （施設部施設管理課長）

伊藤 正彦 （埋蔵文化財調査センター長）

大坪 志子 （埋蔵文化財閥査センター専任教員）

新里 亮人 （埋蔵文化財調壺センター選任教貝）

山野ケンl傷次郎（挫蔵文化財調査センター専任教員）

審議事項

2019年5月28日 艤題

1)埋蔵文化財調査センター規則の改正について
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伊藤正彦 (2017.4.1~) 

大坪志子

新里亮人

山野 ケン陽次郎

士野雄貸

山田由紀

福田由美香

井上裕美

小山正子

首藤優子

末吉美紀

園田智子

増井弘子

江口路

鬼塚美枝

植田裕子

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.l ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 

(2019.4.1 ~) 

(2019.4.1 ~2021.3.31) 



大坪志子

く論文等＞

2)令和元年度挫蔵文化財包蔵地における土木工事予定一認について

3)令和元年度埋蔵文化財調査センター予算配分（案）について

4)その他

報告

l)平成30年度埋蔵文化財発掘調壺結果一既について

2)平成30年度埋蔵文化財調査センター予符の支出実績について

3)辿蔵文化財発掘調査中に発生した安全問題 ・毀損事故について

・「九州における縄文時代早期の石製装身具小論」 「先史学・考古学論究j珊，龍田考古会， pp.45-54.
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・「吉武高木辿跡出土勾歪の再検討」「新 ・日韓交渉の考古学一弥生時代ーを語る」発表要旨集「新 ・日韓交渉の考古

学ー弥生時代」研究会， pp.78-83.

・「九州における弥生勾玉の系譜」 「考古学研究」66-1.考古学研究会． pp.24-40.

・『熊本大学埋蔵文化財調査センター年報J25,熊本大学埋蔵文化財調査センター（編集：大坪志子） ．

く科学研究費＞

・『九州縄文時代後晩期における玉と縄文文化の実証的研究j平成29～令和2年度科学研究骰補助金 基盤研究 (B)

（研究代表者）．

2019年7月5日～7月31日 三万田東原追跡発掘調査．

2019年12月2日～2020年 1月10日 三万田東原辿跡発掘調査．

く研究発表等＞

・「吉武高木辿跡出土勾玉の再検討」新 ・日茄交渉の考古学一弥生時代ー 第3回共同研究会 (2019.8.24-25．大崎歴史

博物館）．

くその他＞

・鹿児島県木佐木原遺跡出土品に関する指淋助言 (2019.11.5,鹿児島県立埋蔵文化財センター）．

• 八代市文化財保談員会 (2019年10月 16日，八代市鋭コミュニテイ センター） ．

• 長崎県原の辻辿跡調査指i§委員会 (2019年12月 5 日，長崎県埋蔵文化財センター） ．

・熊本県益城町大辻辿跡出土の石製装身具の石材分析 ・指蔚助言 (2020年1月27日，埋蔵文化財調査センター）．

・「洒水町の三万田で迫跡調査」 「いぶきJJA菊池広報誌vol.369.plO. 

新里亮人

く論文等＞

・「徳之島の窯業生産からみた琉球列島と韓半島の交流」大伽耶悔洋交流史再照明事業 国際学術大会 「古代船路を通

した琉球と韓半島の文化交流とその現代的意義J.p54. 
・「南方 ：琉球列島と東アジアの交流史」 「季刊考古学J150号 雄山閣 pp.125 -128. 
・「南島谷水田考」 「先史学 ・考古学論究』珊龍田考古会 pp.157-170. 

く研究紹介 ・ 会談報告 • 新聞掲載記事＞
・ 「水中迫跡の保護に関する調査と研究」『大学と埋蔵文化財～キャンパスの辿跡 • 発見された文化財の魅力～J 広島
大学総合禅物館 p30. 

・「平成28年熊本地震復興に係る文化財 ・埋蔵文化財の成果報告会に参加して」「考古学研究J66-4,考古学研究会

pp.11-15. 
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・「魅惑の島々、奄美群島～研究成果を地元に④」 r南洵日日新聞J1月17日 南洵日日新聞社 p4. 
・「魅惑の島々、砲美群島～研究成果を地元に⑤」 「南洵：日日新聞』 1月23日 南洵：日日新聞社 p4. 

く研究発表＞

・「徳之島の窯業生産からみた琉球列島と醐半島の交流」大{}]IIIIS涌洋交流史再照明事業 国際学術大会 「古代船路を通

した琉球と韓半島の文化交流とその現代的意義」 於 ：琉球大学．

・「琉球列島の農耕関連辿構」 『第11回疱美考古学会 ・第13回九州古代種子研究会合同学会」 於 ：喜界111]役場．

くその他＞

• 新学術領域研究ヤポネシアゲノム全体会識 於 ：東京都国立科学t服物館 (2019年5月11日～12日）．
• 第 3 回水中辿跡調査検討委員会（第 2期）および第 5 回協力者会議 於 ：東京都文化庁 (2019年6月12日～13日）．

• 徳之島町誌編纂「先史 ・ 古代 ・ 中祉部会」 於 ：鹿児島県徳之島町生涯学習センター (2019年7月5日～7日）．

•第 6 回水中辿跡闊査検討委員会協力者会識 於：愛媛県今治市 (2019年8月29日～31日）．

• 第 7 回水中辿跡調査検討委員会協力者会誂 於：奈良県奈良文化財研究所 (2019年11月21El~22日）．

•平良原逍跡、大見武古島辿跡の出土辿物および報告書作成に係る指禅 ・助言 於：沖縄県与那原町コミュニュティー

センター (2019年11月25日～27日）．

•伊仙町 l、マチン辿跡の調究指蒔 於 ：鹿児島県伊仙11,r(2019年12月11日～13日）．

• 第 8 回水中追跡調査検討委員会協力者会議 於 ：滋賀県大津市勤労福祉センター (2020年2月12日～13日）．

・大セノ嶺辿跡の植物辿体分析調査の補助および報告書作成に伴う逍物と逍構の指埒 於 ：鹿児島大学国際島嶼教育研

究センター奄美分室、鹿児島県伊仙町 (2020年2月20~25日）．

山野ケン陽次郎

く論文等＞

・「先史琉球列島における限形貝製品の研究」 「先史学 ・考古学論究JYlll.龍田考古会 pp.1-16. 
• 「 1 . 広田下／晋式貝符の彫刻技術に関する研究」 「広田辿跡の研究 人の形質 ・技術 ・移動」．熊本大学人文社会科学

碍f•努計邪 pp.241 -262. 

・「第3卒 広田辿跡出土貝製品等の新骰科ー九州大学総合博．物館所蔵骰料の報告ー」 「広田辿跡の研究人の形質 ・技

術 ・移動」．熊本大学人文社会科学研究部 pp.49-63. 

・「熊本大学構内辿跡発掘調査報告J15. 熊本大学埋蔵文化財調査センター（編集 ：吉留広 ・山野ケン陽次郎）．
・「熊本大学地蔵文化財調査センター年報」25. 熊本大学埋蔵文化財調査センター （編集 ・共著 ：大坪志子 ・山野ケン

陽次郎 ・吉留広 ・士野雄費）．

く研究発表＞

・「広田辿跡と貝のひみつ」南種子町教育委員会委一般講座 於：広田辿跡ミュージアム 2019年12月8日．

・「広田辿跡の謎を紐解く」たねがしま古代塾 於 ：広田辿跡ミュージアム 2019年12月8日

く科学研究股＞

・「先史時代におけるマリアナ諸島の貝類利用の考古学的研究」平成29～令和元年度科学研究骰補助金 若手研究 (B)

（研究代表者）．

・「3~7世紀の琉球列島における人と文化の交流史研究」平成29～令和元年度科学研究骰助成事業 （代表者：木下尚

子）．

くその他＞

・天城町下原洞穴辿跡出土貝製品に関する指迄 於 ：天城l町歴史文化産業科学資料センター「ユイの館」 (2020年2月
27日～29日）．
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報告書抄録 I 

ふりがな くまもとだいがくまいぞうぶんかざいちょうさせんた一ねんぽう26

書 名 熊本大学埋蔵文化財調査センタ ー年報26

副 書 名

巻 次
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ふりがな ふりがな コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号

黒くろか髪みま町ち辿跡群
熊くま 本もと 県

32° 130° 20190527 学校敷地内

(1903地点） 熊本市 43 201 278 48' 43' ～ 147.61面 の復興事業

砿‘̀’̀  筵 47” 46” 20190731 に伴う

は本んじ庄ょう追跡
熊くま も本と 県

32° 130° 20190708 学校敷地内

(1904地点） 熊本市 43 201 285 47' 42' ~ 6231.lOn-/ の開発事業

菜 じ荘ょう 46" 46" 継続中 に伴う

は本んじ庄ょう遺跡
能.く．.ま、 本もと '_lE,~ I 32° 130° 20191028 学校敷地内

(1907地点） 熊本市 43 201 285 47' 42' ～ 2954.20rri の開発事業
ほん じ壮-ょ •9う- 44" 42” 20191206 に伴う本

ほ本んじ庄ょう追跡
熊くま 本もと 県

32° 130° 20191209 学校敷地内

(1911地点） 熊本市 43 201 285 47' 42' ~ 1254.90rri の開発事業

菜 じ荘ょう 39" 46" 継続中 に伴う

※北緯・東経の数値は世界測地系に基づく値

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

竪穴建物・溝・道路・耕

黒くろか髪みま町ち追いせ跡き群ぐん
集落 址

作跡・束石基礎・機械基 土師器・ 須恵器・
工学部研究資

古代・近世・近代 礎・階段基礎・煉瓦廃棄 陶磁器 ・煉瓦 ・瓦 ・
(1903地点） 近代構造物

土坑 ・足場痕跡 ・旧ボイ ガラス製品
料館

ラー煙道

ほ本んじ庄ょう遣いせ跡き
集落址 古代 ・近世・近代 溝・竪穴建物・道路 土師器・須恵器・陶磁器

(1904地点）

ほ本んじ庄ょう遺いせ跡き
集落址

追構の掘削は

(1907地点） なかった

本ほんじ庄ょう追いせ跡き
集落 址

古墳・古代 竪穴建物・溝．道路・近 土師器・須恵器・

(1911地点） 近世・近代 代建物基礎 陶磁器 ・瓦 ・ガラス製品

2019年度に実施された調査件数は、発掘調査3件、工事立会19件、自主的立会1件である。主な調査の結果は次のと
おりである。

黒提南地区1823・ 1903調査地点では、工学部研究骰料館の基礎構造の補強に係る工事に伴う発掘調査を実施した。エ
学部研究賓料館は、 1908年に竣工した熊本高等工業学校時代の機械実験工場である。床下からは、柱掘方、旧ボイラー
煙道、束石基礎などが検出された。追構の検出状況から、建物の建築、機械搬入、床面張替えに伴う改修の様子を復元

することが可能である。また、煙道からは多様な耐火煉瓦が出士しており、熊本県下でも出土例の少ない資料として賞

要約
重である。

本荘北地区1904調査地点では、環境整備に係る工事に伴う工事立会を実施した。桝の設附など、施工深度の深い工事
内容が多く、辿構の掘削が必要であった。本調査では近枇・近代の道路追梢や、古代の溝や竪穴建物が検出された。調
査は次年度まで継続しており、これまでの調森内容を補完するとともに、新たなデータを提供してくれるだろう。

本荘中地区1911調査地点では、ライフライン再生工事に伴う発掘調査を実施した。主として本地区の南側道路部分の
調査をした。本調査では、古墳時代から古代のピット、竪穴建物、溝、道路などの辿構や近代の建物基礎が発見されて
いる。ライフラインに伴う調査は広い範囲の土の堆和状況を把握することができる。調査は次年度まで継続しており、
今後、周辺地域の調査を進める上で有用なデータを得ることができるだろう。
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